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迫
記
f

私

ば

、
は
じ
め
、
問

題
を
も.つ
'と
包
括
的
に
取
扱
ふ
づ
も0 -

贺

筆

を

執

：つ.た
が
：、
餘
り
に
良
く̂

る
の
を
恐
れ
て
；
一
沽
擱
筆
す
る 

'■
.

こ
と
に
し
た
U

殊

にV

オ

ル

ド

シ

ャ
.
ィ
ド
办
財
政
社
會
學
に
關
ず
る
部
分
で
ば
、
：彼
れ
の
學
說
冷
恶
礎
と
な
る
：

「

人
'

|

濟」

，
の 

:

理
詾
に
就
ぃ
て
，
.說
：明

を

加
4

べ
き
で
ぁ
っ
た：
。
，
^

.
c

l
^

i
l

四•
1

•
1
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七

八

尤

年

の

フ

ラ

ン

ス

I:
於

け

ろ

貴

族

階

級

•
• 

. 

. 

- 

.
 

%

'

目

：
次 

一
パ
貴
族
は
爵
主
政
の
本
質
に
人
'る 

U

貴
族
は
如
何
に
し
て
君
虫
政
を
崩
壊
せ
し
め
た
か 

S

-
贳
族
.の
蜜
侈
' 

/
 

. 

四
貴
族
の
生
活
資
料
は
何
處
か
ら
來
る
か 

M

设

族

と

ブ

ル

ジ

ョ

ア

ジ

V

の
接

近
 

六
赀
族
は
國
家
財
政
に
寄
食
す 

七
宵
廷
货
族
と
鄕

rb

貴

族

の

對

立

•

八
q

虫
活
及
恩
想
を
興
に
す
る
兩
型
の
赀
族 

九
第
三
■の民
主
妳
貴
族 

十

，結

—

：

'

1

-L
-

八

，
九#

e

?

?
ン

不

に

於̂

る

貴

族_

:



1

七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
，
.*

黎
.階
級 

3

3
 

(

ニ
1

0)

I

貴
族
は
君
主
政
の
本
質
に
入
る 

'，

モ
シ
テ
ス
キ
ユ
ー
は
云
ふ
。

「

從
屬
が
な
付
介
的
椒
カ
が
君
主
政
體
即
ち
一
人
が
其
_

法
に
ょ
り
統
治
す
る
政
體
の
.
性
質
を
形
造
る
。
余
は
從
屬
的
な
仲
今
勺 

f

力
とM

つ
た
が
、
ま
こ
と
に
、
君
主
國
で
は
君
主
が
：す
べ
てQ

政
治
的
並
に
市
民
的
權
カ
温
泉
で
あ
る
。
.こ
れ
ら
の
馨
i

仏 

然
的
に
植
カ
の
通
ず
べ
き
中
間
の
道
路
を
豫
想
す
る
。 

•

.

な
ぜ
な
ら
若
し
、
，國
内
に
一
人
の
_

時
的
な
氣
粉
れ
な
意
志
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
何
も
の
も
固
定
的
で
あ
り
得
ず
、
從
つ
て
又
可 

等
の
邀
礎
法
も
あ
り
得
な
い
.だ
ら
ぅ
か
.ら」

々
'°(

モ
シ
テ
ス
キ
ユ
ー
、
齋
の
精
神
•

第
一
一
篇

第

四
章)

此
附
屬
的
仲
介
的
權
カQ

,

中
f

慕

的

な

も
Q

I

族Q

權
カ
I

る
。
つ
ま
り
貴
m

蓄

Q

中
に
入
る
も
の
で
あ
- 

る
o 

• 

-

實
に「

君
主
な
け
れ
ば
貴
族
な
し
、
' 
貴
族
な
け
れ
ば
君
主
な
し」

と
は
兩
者
の
關
係
を
觀
破
し
た
モ
ン
テ
？
 

ふ
名
言
で
あ
つ
た 

の
で
あ
る
。

,.

こ
れ
に
ょ
つ
て
我
々
は
フ
ラ
ン
ス
の
歷
代
諸
王
が
一
方
に
裏
僧
侶
を
抑
止
し
な
が
ら
、
他
方
に
於
て
は
、
彼
等
を
共
同
の
利
党 

配
分
漭
と
覓
做
し
て
之
を
庇
護
す
る
の
態
度
を
執
つ
た
眞
因
が
那
邊
に
存
す
る
か
を
略
”知

；：

る
事
が
出
•来
る
。 

.

.

.

艰
し
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ

丨
の
言
の
如
し
と
す
れ
ば
、
君
I

に
於
て
、
領
主
、
僧
侶
、
震
等
の
特
權
を
廢
JI
:i

;す
る
試
み
ぬ
君
主 

政
を
し
て
や
が
て
民
衆
國
家
か
、
寒
制
國
家
か
の
何
れ
か
に
變
ぜ
し
め
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
モ
ン
テ
ス
卜
-

1

は
-
こ
フ 

經
過
に
つ
い
て
も
次
の
如
ぐ
言
及
し
て
'
:ゐ
る
。

1

歐
洲
の
あ
る
國
に
於
て

す

ベ
て
領
主
の
霸
權
を
廢
止
し
や
う
と
考
へ
た
人
達
が
■あ
る
0
彼
等
«:
-
-そ
れ
が
英
國
の
|

の
行
っ
た
事

を
し
や
ぅ
と
す
る
.も
の
.で
あ
る
こ
と
に
氣
が
づ
か
な
が
つ
た」

と
。
何
と
な
れ
ば
、、
英
國
人
は
自
11
1

を
助
成
ず
’る
た
め
に
、共
和
政
を
確 

立
す
る
た
め
に
、
其
君
主
政
を
形
成
し
て
居
つ
た
仲
介
的
權
ヵ
を
»

止
し
た
か
ら
で
あ
る
0

一
七
八
九
年
の
：フ
ラ
ン
ス
；に
於
て
は
、
こ
の
種
の
企
が
成
功
を
見
づ
、
あ
づ
た
の
で
あ
る
0
.
即
ち
、
シ
ィ
エ
V

ス

に

よ

つ

て

^

^

さ 

れ
た
密
二
階
級
はU

i

民
議
#

に
於
て
、
領
主
"

僧
侶
、(

及
都
市
の
特
權
を
泊
式
！に
廢
が
し
て
V

民
衆
的
國
家
を
っ
く
ら
ぅ
と
し
て
居
っ 

.た

.の
‘で
あ
る
o

:
ー
七
八
九
年
六
月
ニ
十
六
日
の
ァ
ー
サ
ー
、
ャ
ン
グ
の
手
記
に
は
、
こ
の
意
志
が
明
窃
に
記
述
さ
れ
て
居
る
。「
あ
ら
ゆ 

る
階
級
の
‘人
々
に
よ
っ
て
話
さ
れ
た
言
葉
は
、
政
麻
の
改
革
•

自
由
な
る
憲
法
0

樹
立
に
^

^

ら
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
.彼
等
が
自
山 

な
る
憲
法
と
云
ふ
意
味
は
容
易
に
.了
解
さ
れ
る
|

即
ち
共
和
政
で
あ
る」

と
0

'

:

?

';•
■

:

:

一
七
八
'九
年
は
フ
ラ
シ
ス
主
政
の」

解
體
期
で
あ
つ
；た
。

.

本
稿
に
於
て
は
、
'こ
の
フ
‘
ラ
ン
ス
王
咚
の
»

|1
;

^

に
於
け
る
員
^

階
級
に
つ
^

て
論
じ
た
い
と
思
ふ
。

：

.

,
1
1

貴
族
.は
如
何
に
し
て
君
主
政
を
瓦
壞
せ
.
し
め
.た
か 

ぃ.然
ら
ば
、
當
時
の
貴
族
は
何
故
に
君
主
政
を
解
體
に
迄
導
，ぃ
た
の
で
あ
^

M

。

:

:

. _'。へ
 

他
な
し
0
.
彼
等
は
彼
等
が
よ
っ
て
以
で
蔣
主
政
.の
.本
«;

に
參
加
す
る
'唯
ー
.
の
職
能
た
る
概
介
®

務
を
怠
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
‘ 

貴
族
の
#

介
的
職
務
、
換
言
す
■れ
ば
、
貴
族
は「

某
礎
法
が
必
然
的
に
權
力
を
通
ず
べ
き
屮
間
の
道
路」

で
あ
る
と
云
ふ
事
は
、
公
務 

を
行
ふ
O'

み
な
ら
ず
、
叉
輿
論
を
づ
く
り
、
社
會
0

指
導
原
理
に
權
威
を
與
へ
、る
こ
と
を
意
味
す
る
。

然
る
'に
.貴
族
に
與
へ
ら
れ
た
か
\

る
優
秀
に
1>
'

て
高
雅
な
職
任
ば
、
十
八
世
紀
よ
り
#

か
以
前
に
、
フ
ラ
シ
ス
の
貴
族
の
^

㈱

か
ら 

全
く
亡
失
し
て
了
づ
セ
居
っ
た
:0

彼
等
は
、
公
共
の
安
寧
、
人
民
の
幸
福
に
っ
い
て
は
、
些
も
注
意
を
拂
は
ぬ
全
ぐ
の
.不
生
産
的
團
體 

と
し
.て
、
徒
ら
に
社
#

の
上
曆
地
位
を
保
持
し
て
席
る
.
に
す
ぎ
な
か
っ
た
o
,
從
：.っP

與
へ
：ら
れ
且
維
持
さ
れ
Iて
居
つ
た
形
式
上
の
特
權 

「

七

八

九

年

の

フ

ラ

ソ

ス

に

於

け

る

貴

族

糖

簌

~

1

s

i
じ



li

ニ一 

(
V
I

 

l 

ニ〕

を
度
外
親
龙
れ
«

人
1

#

等
に
對
：す
.
る
儅
用
黑
破
等
が
_

に
»

^

る

碧

は

俾

に

喪

朱

し

セ

->
:
:

」

彼

等

が

：鹿

心

ゆ

於

：て

.1
?

め

て

麻 

つ
た
場
所
は
全
く
空
席
に
ず
ぎ
な
か
つ
た
;0
^

0

0象
&

€

1

,ĉi
e
n
t
j
r
e
g
i
m
e

 

s

d
 jthe 

F

r

^

n

c

n

b

l

s-
il̂
p
. i

7
4
.
)

'

• 

然
ら
ぼ
、
彼
等
ば
何
に
對
し
亡
忠
實
で
：s

:

た
か
o

;..入

'

族

が

最

も

患

實

：に

履

行

し

た

も

0

は
、
モ
ジ
ニ
ア
ス
キ
チ
h

れ
揭
：̂
^

服
4

欹
ぅ

.
 

ー
->
.
の
^

^

政

に

於

け

る

原

理

に

對

し

て

^

あ
つ

v
 

. 

M
- 

 ̂

. 

V
.
' 

. 

：

!
'

.

.:'

ク

.ぐ

.
;
.
.
.
.
へ

。
の
原
理
ど.は
、

「

?

玉
.政
に
於
て.
6必
ず
奢
侈̂

订
は
.れ
&
<-
て
ゆ
な
.ら
ぬ」

.と

.考 

る
0(
薇
し
、̂

g
M -
现
に
^
實
で
あ

る

と̂

ふ

事

は

頗

る

危

險

で

あ

，つ

た

。

實

.

^

、
7

一
 

ス

ン

ス

军

政

を

危

ぐ

し

た

ん

の

は

こ

の

奢

侈

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

。

箸

侈

は

不

虫

奎 

諧

の

亂

行

で

あ

る

か

ら

會

あ

ぞ

f

:
v

.

:

'
 

:

:

:
•
'

へ
；

モ
，
ン

ギ

ス

キ

ぐ

の

意

見

.に
ょ
る
と
、「

君
主
.政
わ
於
て
ば
> 

其
憲
歡
上
、
富
.は
不
平
等
に
分
配
ざ
れ
て
ゐ
る
か
ら——

若
し
富
若
が
多 

く
を
費
消
.せ
ぬ
な
ら
ば
、
貴
者
は
餓
死
す
る
.だ
ら
r

i

i

否
-

富
者
.は
そ
の
，財
產
.の
不
平
等
に
比
例
し
て
费
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず 

箸
侈
は
I

そ
め
比
例
.ぬ
於
七
瑜
大
し
&-
^

れ
.ば
%

^

+ぬ」
0.
. 

•
%:
.つ
と
突
込
ん
.で
云
へ
ば
.「

個
々
の
富
が
增
殖
さ
れ
る
の
は
、
偏
へ
に 

一.
部

の

市

民

か

ら

、

其

生

活

必

要

品

.を

奪

< >

た
か
^

だ
0
.
從
つ
て
、
そ
れ
を
彼
等
に
裝
さ
ね
ぽ
な
：ら
ぬ」

0
,

(

.モ
；ン
テ
ス
.キ
ュ
ー
Y

[R
J

J -
、 

第
七
篇
'ャ
第
四
萆)

.
，

. 

.

モ
ン
，テ
ろ
t

.丨
は
、
こ
か
奢
侈
を
禁
此
ず
べ
曼
か
、
叢

す

ベ
#

加
に
つ
い
て
.倚
#.

究
をg

ゆ
て
ゐ
.る
。
日
ぐ
-

尤

も

r

藉
侈
を 

獎
勵
す
べ
き
か
、
禁
止
す
べ
き
■か
を
知
る
た
め
に
は
、
'
.先
‘づ
人
：ロ
«

と
.其
生
齡
料
と
の
.問
に
於
け
る
關
係
に
_

裏

が

ね
_

孰」

。
支
那
の.如

く

孝

が

非

常

に

多

產

で

、
人
口
が

.嫌
か
'に
境
M

し
、
土
地
が
ぃ
く
ら»
作
さ
れ
て
も
、
其
住
民
を
養
ふ
に
足
り
ぬ
樣 

な
亂
で
は
奢
侈
は
危
險
兗
ぁ
る
。

.
g

し
-

荚
國
や
フ
，
-

N
:

ン
'ス
P
如
：ぐ
、
土
地
が
、
雜
很
ャ
る
^

^
ど
-
土

蜣

滎

働

蒙

養

ふ

吃

贫

隹

穀
物
を
遼
出
す
る
所
で
は
毫
も
有
害
で
は
な
い
。
:

:

f

'-
:

,

,
彼
は
そ
こ
で
，
次
の
如
き
愉
怏
.な
結
論
1
導
.ぃ
た
0
.
.

「

故
に
、
君
电
國
が
維
持
さ
叫
る
た
办
に
は
、
奢
侈
は
農
夫
：か
ら
職
人
へ
商
人
へ

. 

貴
族
へ
官
®

へ.太
領
主
へ
、

(

大
收
税
請
負
人

{

、
君
主
へ.と
自
然
に
；紙
加
し
で
行
か
ね
.ば
.な
ら
ぬ
辔
で
あ
る.

」
と
。(

同
上
、
第
，七
篇
氣

'
然
し
、

モ
ン
テ.ス
ゼ
.チ
ー
が
攀
い
た
直
截
的
な
此
の
結
論
が
、
其
傲
行
は
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は

*
*彼
が
豫
期
し
た
と
反 

&

の
結
果
が
坐
じ
な
：
£
れ
ば
な
&-
な
か
0'
た
0
"侗
'<
?
:
’
な
れ
ば
、«
の
希
‘望
す
る
奪
傜
狀
、
自&
生
產
|

^
働
か
ず
^

て

、
？
だ

が

、

»

き 

坐
_

す

が

-
<
民
13

:;

り
(0
'
.、"
搾
取
に
ょ
っ'て
の
が
肥
火
し
だ
が
を
貴
概
に
如
っ
て
、
ノ
最

'̂
大
な
る
此_

に
絕
|
;抒
ぽ
似
る
於
ら̂

.'
,
.
:
彼
# ! 

の
.奢
侈
は
.其
程
度
が
增
加
す
る
.に
從
っ
て
、

..
|
.ぞ
の
た
が
に
搾
耽
ざ
れ
る
階
級
ト
齡
々
貧
困
ば

_

作
る
^

^

#が
^
9V
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感
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濟
的
に
克
服
さ
れ
て
居
っ
た
■の
で
あ
る
o
,

.

革
命
を
論
ず
る
.多

ぐ

の

著

渚

は

、
：
こ
：れ

を

別

の

立

場

に

.立

つ
'
て
ゐ

る0
.
彼
等
の
：多

く

は

、
ハ
巴
里

.の
貴
族
.と

金

持

と

が

遽

增

的

に

昆

知 

し
た
の
.は

革

命

勃

發0
前
、
い
か
.な
る
階
級
に
屬
す
る
を
間
.は
ず

、
ず

べ

て

の

人

の

頭

：に

描

か

れ

た

と

こ

ろ

の

「

民

主

的

精-^
ー
の
結 

果
と
見
た
0

テ
ィ
ヌ
、
バ
ッ
ク
ル
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
ゐ
0 

• 

.

.

.

.

成

程

貴

族

、

大

富

豪

の

：サ
ロ

 

y

に

於
.■て
、
民

主

的

精

神

备

ん

慕

話

が

當

時

，の

智

識

階

級

を

通

じ

セ

盛

ん

.

.に

話

さ

れ

た

.の

は
事
實 

で
あ
る
。
又
こ
の
事
が
階
級
精
神
を
一
っ
の
電
磁
氣
で
賞
い
た
こ
！

確
か
で
.あ
，る
が
'、

封

建

的

の

古

い

盂

貴

族

と

近

世

的

の̂
^

い
貨
幣
貴
族
と
の
對
立
的
銳
角
を
弱
め
た
■の
は
、
こ
れ
等
_

な
民
主
的
理
想
で
は
.な
く
て
、
.今
述
ベ
た
榛
な
物
®
的
利
害
關
廉
で
あ

つ
た
。
V

:

:

:

:
 

:

:

.

•

こ
の
物
質
的
關
係
に
於
て
の
み
、
我
々
は
革
命
の
謎
を
解
く
眞
の
'鍵
を
發
見
す
る
事
が
出
來
：る
の
で
あ
る
o
r
こ
れ
迄
何
物
で
も
な
か 

つ

た

望

階

級

」

は
、

と

の

關

係

忆

よ

，つ
て
、

從

來

强

者

の

不

に

：よ

つ

て

彼

等

か

ら

奪

は

れ

：：て
磨
つ

.た
も
®

を
、
夤
際
的
に
、貴
S

手
か
ら
囘
1

す
る
«

が
出
來
た
0

從
っ
て
-

彼
等
は
無
理
に
其
の
取
戾
し
を
要
求
し
た
の
で
は
な
い
？
彼
等
の
實
九
を
以
て
レ
た
の
'̂
-

( 

あ
る
？
即
•ち
、
彼
等
は
、
ロ
頭
や
歎
願
で
そ
れ
ら
の
權
利
の
返
却
を
求
办
な
い
で
.、
そ
の
經
濟
カ
'で

買

戾

じ

た

が

で

办

る

9:

貴
族
か
ら
‘ 

1
K

は
せ
れ
ば
返
却
し
た
の
で
は
な
く
、
寶
っ
た
の
で
あ
り
、
金
の
抵
當
に
と
ら
.れ
た
の
で
あ
っ
た
？
か
く
し
た
'後
、」
彼
等
は
奪
然
立
っ
’ 

て
形
.式
上
、
法
律
上
に
そ
の
撤
利
の
所
有
を
確
保
し
、
名
實
發
合
也
た
一
.
づ
|の
社
會
的
存
在
に
迄
上
.っ
た
の
で
あ
る
。.、
フ
ラ
ン
ス
革
命
. 

と
は
、
こ
の
.實
行
的
經
過：

を
指
示
す
る
も
の
.
で
あ
り
、
貨
幣
の
力
、，

罾
，ホ
の
力
は
、
こ
の
時
代
が
レ
判
然
と
社
會
的
勢
カ
と
し
て
の
活 

動
を
始
め
た
と
云
っ
て
い
\

の
で
あ
‘る
0 

. 

- 

ノ

- 

:

•

.

:

:

六
.

貴
族
呔
國
家
の
財
政
■に
寄
食
す

借
財
と
農
域
搾
取
、
そ
の
何
れ
に
，ょ
っ
て
も
、
'
か
く
の
如
く
尙
貧
困
か
ら
救
は
れ
難
く
見
え
た
貴
族
は
他
に
何
等
か
の
收
入
方
法
を 

持
っ
て
居
な
かO'
た
か
o

.
 

丨 

'-
.
.國
家
は
、
ぬ
か
り
な
く
貴
族
に
他
の
種
々
な
永
續
的
救
濟
方
法
紀
提
供
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る

0

.

;

,

:

こ
.

の
永
續
的
救
濟
は
.

、
官
職_
の
增
加
、.、

隊

の

上

位

：の

獨

占

、
，
年

金

1
賞
與
の
授
與̂

敎
#

高
位
の
留
保
等
に
ょ
っ
て
抒
は
れ
た

？

.

主

ほ

彼

办

特

顧

に

ょ

っ

て

^

官
職
を
臣
下
に
授
け
る
事
が
出
來
た
^

貴

族

ば

最

も

收

入

忙

な

る

官

職

を

其

中

か

ら

掠

奪

し

合

ゴ

‘た
の 

で
あ
る
0:

而
も
、
沒
落
せ
る
、
乃
至
沒
落
に
瀕
し
て
ゐ
る
貴
族
の
數
は
、
年

一

年
と
增
加
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
く
の
如
き 

官
職
も
亦
、.
益
,̂
增
加
さ
れ
て
彼
等
の
救
濟
に
資
せ
ら
れ
た
の
で
あ
るo

遂
に
は
、
' 
こ
の
た
め
に
笑
ふ
に
堪
え
な
い
種
々
の
：ロ
實
が
發 

.̂

さ

れ

る

に

至

づ

：た
°

食
困
な
貴
族
と
相
並
ん
.で
、
强
大
で
貧
豪
&:

命
級
貴
族
：が
こ
0;
;
恩
嚴
に
參
加
し
'た
；0
と
は
写
ふ
逛
も
な
如
0-

が
0« 

.

.こ
の
^

^

小
で
、
.
宮
庭
官
吏
の
身
分
ゅ
最
も
希
望
者
の
押
か
け
た
好
間
職
で
^

っ

だ

ナ

そ

れ

出

-
給

料

-̂

ー‘
#-

ょ
ぐ
、:>
も
の
.̂

事
に
" 

は
知
識
と
勞
働
を
必
要
.と
せ
ず 
>

其
ひ
.上
に
す
べ
：て
(0

恩
惠
と
：r

切
の
滿
足
.と
：の
贿
泉
へ
盧
揆
に
導
か
れ
る
捷
视
ぜ
あ
づ
た
タ
匕
の
^

.

1
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
、

4
貴

族
階
級. 

吵
瓦
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u
i
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1

七
八
九
够
の
フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
貴
族
階
紙 

0

'-(

r

H
-T
*
枚)

め
：に
.；

r
萬
五
千
人
.が
^

降
に
於v

伴
命
さ
れ
て
.席
っ
た
。
じ
如
も
兆
の
大
#

分
(£

备
1

|
に
ょ
っ
.̂

收
入
;̂

獲
な
翻
の
を
め
％

す
ぎ
な
が 

つ
た
。
そ
し
て
、
.こ
,̂

に
比
、
カ
ゥ
.ッ
キ
'

1
が
^

日
.■の

約
一
.
億
ブ
ラ
ン
‘

相
^

す
る
と
考
へ
る
^

^

即

ぢ

當

—

の

睛

家

收

人

女

十

分 

の」

で
あ
る
.四
千
萬
リ
ー
.ヴ
ル
以
上
が
、
.こ
の
齡
益
な
歡
斷
を
‘飼
育
ず
を
た
め
に
.提
供
，ざ
.れ
た
o 

.へ•
'力
.；ゥ
ッ
.
.キ
ー
、

”フ
ラ.，

ン
'
ス
.取
命
に 

淤
げ
る
^

^

對
龙
、I
八
M()

.

$

^

0

^齋
へ
の
«:

人
比
こ
れ
に
£;
’
^

^

か
っ
た
0

;

. 

_
. 

.

.

■

:

«'

家
讣
收
に
は
種
々
.の

氣

於

ぉ
0

た
ぎ
1

大
ぎ
く
一 
7

孟

夺
,

ず
，̂
.

が

恥

.

期
0;
'
.
ー'
っ
.
は
、:

1

楚
0:
#

馓

敎

育

と

#<,
の 

廣

；

-
R

ど

を

必

要

と.す
る
<

 
の
.：で̂

W

、
•且
J:
:

っ
て
以•
て
、
0:
,家
0

駿

が
«:
:

際

に
#

行
ぜ̂

れ

こ

ゐ

钇_
關

の

^̂.
.
で

教

令.®

ば
こ 

î

ど̂

ん
、で、
た

^
_其

れ̂
'

名

義

：に

於

で

代
_

ず
ギ
こ
'
.と
.
の
.

^
を
歡
卽
と
す
,̂
i€
#

^

a

c
。
.
'费
も
策
要
な
前
者
は
常
に
、
平
凡
な
給 

rt
y

J:
:

っ

て

市

民

に

與

へ

ら

れ

、

丈
で
勞
せ
ず
し
て
十
分
の
.
報
酬
の
手
に
入
る
仕
事
_は
又
#
に
粋
權
階
級
の
た
め
に
保
留
さ
れ
勝 

备

'も
.の
.
で
奴
.0'
'

だ
0 

.十

ー

八

器

：
の
.フ
’ラ
ジ
.ス
社
#:

も
亦
、
こ
'
.
0
が̂
.ら
.外
叫
て
'な
故
>

.
 

:
' 

:

::
•

軍
隊
に
於
て
も
、同
様
.の
保
留
が
貴
旅
0'

た
^

に
行
:̂
1

れ

て

居

っ

た

。

M

隊
に
•於
け
る
.地
位
の
任
命
に
當
つ
て
、
第
一
に
顧
傲
さ
れ
酙
酌
さ
れ
る
も
の
は
、
本
人
の
功
續
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ル
ィ
十
四 

1i
t

;
o!
.
治
下
.に
；於

て

は

、
被

民

此

の

.
士
官
も
亦
、
#

族
出
な
響
と
典
^

^

.
に
赵
っ
於
©'
“
^

^

ム
次
4

離
_

綮
奉
ぎ
れ
1

ヴ 

★

ど
觅P

ょ
か0

:

た
。
尤
も
、
後
者
は
平
時
.に
、
前
胬
ば
、
'虫
ど
^

て
^

^

膚

黎

紀

瓜

た

遽

石

ふ

靡

欢

祝

^

た
。̂

u

u
ca

;
身 

’銥

士
#:

の
地
位
も
、
貴
族
が
官
K

に
.飢

ゅ

れ

ば

.飢

阶

る
.程

、
，
盆

'
々

繼

摩

<0
:

;̂
:̂

ぬ
|

^

2ざ

ぬ

莉

ぬ

た0:,
、「

负

八

ヴ

マ

唯

緊

、
,l
r

:.
官 

他
が
古
い
貴
族
に
限
ら
れ
る
刺
令
迄
出
る
檨
に
な
づ
た
。
こ
の̂

め
It

:
:
'
、
.企
首
た
ら
ん
&;

す
ぷ
€;

ば
、'
.威
齋
四
«:

以
^

の
資
朦
.
.の̂

;1
]1! 

.基

明

ず

W

必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
^

結
果
高
級
土
竄
办
地
惊
^

^

民
汜
^

^

-

^

^跋
を
奶
づ
だ
馨
^

^

て
ず
^

抵
^
ざ
れ
ざ

■'
:

:が
#

最
仏
困
雛
.だ
#.

级

ザ

ぁ

.之
を
it
?

；民
於
6>
.
:微
募
為
咼
鞔
で
：|
^

.し

^
#-
|

铞

鼢

も

必

要

と
 

若

舭

後

对

ど

貴
«:

の
你
«

ど
ざ
#

て
了
殳
た
私
ら
し
て
、
.ニ
璿一

'十一

一S

.五
ギ
の
典
土
は
僅
か
に
四
千
四
百
萬
リ
ー
ヴ
ル
で
滿
足
し
な
け
れ
：ば
な
ら
な
か
つ
.た

。

揭

つ

て

多

く 

げ
«

ぬ

聆

て

莫§

の
'狀
鶴
は
、
吏
*

ば「

惡
<:

、
#

居
も
敷
ぐ
、.一

ー
人
忙

ネ

：
っ

ガ

«

命

じ

游

持

だ

瘍

な

^

の
^

务

っ̂

0

,

营

友

.フ 

ラ

ゾ.
’灸

.ょ

.

.
^
か

し

ろ

デ

ロ

シ

-̂

風

ー

の

身

ゆ

訓

欲

呔

赕

等

^

郦

-̂

靜

襲

格

贫

馭

の
^

奪

..

.

■
〖 H
a
r
t
m
a
n
n

ば
^
或
棟
車
隊
の
中
に
或
は
軍
隊
の
外
に
或
は
活
動
し
ノ
或
は
沾
動
し
な
い
も
の
：、
叉
は
金
く
引
退
し
て
ゐ
る
も
の」

1 

'
.切

遍

類

を：

同T

に

見

綠

芄

午
A;
Z

M

o

*官

於

ぁ

令

た

。
'
"免
の
1

f

»艽
千
co
t

屮

^

で
‘思
<?

だ
.
と
ー
23
:
'つ
^

か
を
0 

.
0
 ̂

.

.
^
p 

;

蹲
錄
卷
て
典
士
士
な
る
も
の
が
多
く
ハ
三
田
學
會
雜
誌
’

第
ャ
ー
十
三
卷
十
ニ
號
參
照)

、
兵
士
の
素
質
は
極
端
に
低
下
し 

.
"靖

に

ぼ

、
，
.挺

爱

努

U;

で嫉
1
1

醇
鱗
の
^

方

だ
g>
-
:L>
:
:冷
る
^

至
-つ
あ
4

7

^

^階
»

の
證
行
爲
は
、
21
.
,レ
^

於

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

•

, 

.

.

.

. 

.
:
, 

. 

I

•
■

■.

註

前

記
^

於
蓉
ル
目
‘
は
フ
^

ン
ん
革
八
叩
吖
進
行
に
撕
寸
る
歡
隊
の
戴
现
妥
ギ
吵
抓
く
論
綠
し
て
ゐ
ぞ
0

.

:

'

'要
之
，一
七
八
七
;̂
,の
五
月
に
於
て
(1

、̂

れ
轰
醐
し
1

、&

っ
.た
^

:

が
1
1十
_

%-

处
緣
，い
て
1

革
せ
ら
れ
た
跋
句
、̂

^

触
^
%
で 

.

‘

っ
た
。
訓
練
は
缺
げ
、不
霞
ば
1
,
切
の
階
級
を
支
锶
し
て
居
っ
た
。
兵
士
の
貴
闲
は
そ
の
頂
點
に
達
し
て
思
っ
た
。
士
官
の
運
命
は
ほ 

技

ま

、
ば

昆

て

寧
^

1出
仕
貴
族」

は
最
高
位
を
獨
占
し
、他
の
も
.の
.は
從
嬸
的
众
職
務
に
っ
か
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
前
湃
の
感 

激

と

の
^

^

.
あ
っ
た
V

す
べ
で
^

れ
も
の
歐
^

^

齓
庳
吹
^

^

と
餘
如
だ
結
梁
矻
ム
艾
て
名
フ
ン
«

洲
佑
#

け
，な
第
四

1
’七
八̂

银
の
.
7.

ラ
ンK

.

に
ハ
於
け
^

岸

馨

級
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一：七
八
九
年
の
ブ
ヲ

：

ン
S

霞

‘

霞

国

八

'よ
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JA.
V.
.

:
位
0

軍

事

的

國

家

に

す

ぎ

な

.か

っ

た

。

，

そ

し

七

喜

^ '
で

^

す

.1

歡

隊

0 :
-
缺

如

呔

プ

*

:

ン

キ

に

霞

も

辛

い

屈

辱

を

當

に

受

げ

さ

せ

，
る

^

考

 ̂

v

^

-

,

-

V
 

: 

'
'
ぐ
じ

'...: 

: 

:
: 

•

'

と
の
現
象
は
敎
會
忆
於
'て
も
苘
様
で
あ
ク
た

0'
. 

,
. 

V-ソ

軍
.隊
と
满
ぬ
く
、
敎
會
に
於
て
：

』

、
高
給
の
，#

は
'

其

f

部
分
：於
、
從
前
か
ら
呀
文
で
賢
挨
に
舐
保
さ
れ
.で
.居

り

、
.
ー

事

實

上

そ

ぅ

. 

な
つ
て
居
つ
た
。
何
と
な
ル
ば
此
の
任
命
ば
王
(0
;
:事
緣
で
2>
'

り

、

王^-
#
‘
に

こ<0
;

地

位

を

貴

族

に

‘與

べ

て
居
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
足
つ 

x

> 

.
王
0

1

に
勝
す
る
千
芄
貧
§

富
裕
把
狹
抟
附
僧
職
は
、
僧
正
、
大
僧
IH

の
地
位
と
同
じ
く
-

獨
占
的
に
貴
族
の
所
有
に
比
つ
た
。 

?

ラ
シ
.

K

ぬ
f

一.ナ

ム

名

の

僧

芷

並
「

に

太

靈
^

#•

等
.の
地
位
か
G

年

々
千
四
百
禽
^

め
‘

饮
上
、

' 

f

人
宛
十
萬
が
；_
ヴ
.ル
以
上
，

の 
|

奪

居

赛

^

 
看

ド

.
'
.
'
.
'
:
,
.

,-
:
-

.

.

'

.

.

;

,

僧
侣
の.
豪
奢
の.
例
と
1>

七
は
、

シ*

ト
ラ
ろ
ブ
ル
グ(6
大
.

僧
疋
：£1
:

.

1マ
ン
主
敎
が
敎
區
と
し
て
年

§

s

リ
ー
ヴ
ル
以
上
を
得
王
妃 

マ.
リ
1

、
7

ン.
ト
ア
ネ
タ
ト
の# >
意
を
得
や
ぅ
ど\^:
ふ
赃
待
で
へ
首.四
十
-

萬
の
1

ヴ

ダ
01
ダ
ィ
ヤ
.

5

實
を
擧
げ
る
事
が
敗
來
を
0
ぺ
;:
-
":-
,「

ハ
：；
，

で

:

.

.

;

;

■

:

.

f
 
 ̂
f

貴
族
は
酸
次
に
：、

〕

敎
會
，
軍
隊Y
一
 

國
家
衍
政
、

：
產

と

む：

袅

»)
:

步
^

た
：
に
：為

ら

ず

、
：

■

こ

れ

等

の

，
收

入

は

、

尙

彼 

等
の
希
望
を
容
る
>

.

に
不
充
分
で
あ
る
の
.

を
知
つ
た
？
加
速
度
を
以
て
す
ざ
彼
等

0:
.

負
債
に.
對
レ
て'
は
、
如
何̂

る
財
.

源
も
、
こ
汰
を 

皆
濟
す
を
に
足
り
な
.

か
.

つ
た.
の
で
：
あ

る

。
へ

V

/•
‘

'そ
こ
セ

壬

ぼ、

S

は
、
.惱
め
る
貴
族
を
其
の
金
錢
上
の
•困
®

ら

救

ふ

た

：

め
、
.:
一.
部

に$

足
さ
せ
る
た
办
、
.費
瑕
れ
對
し
で
國
家0
:財
政
が
ら
法
：外0-
^

^

な
す
必
要̂

感
じ
た
0

年
金
扶
與
が
そ
れ.

^
.?
>
.
0た
<0
:/
1
' 

J
 

: 

.古
代
制
度
，の.

r

豫
算
表
を
一
讀
す
れ
ば
、
王
家
の

1
1

千
五
.百
萬
.リ，.
1
ヴ
ル
は
、
王
の
宮
庭
で
寄
食
的

貴

族

，
を
養

ふ

に

使

用

さ

れ

、

其

奮̂

^

^

^

4

に
三
千
ナ
百
萬
？

=N.

1

ザ
ル
.
が
血
族
の
諸
王
、
貴
族
、
貴
族
の
"手
下
の
年
金
に
充
て
ら
れ
て
居
つ
た
。

f

中
で
も
、
最
も
多
額
の
年
金
を
受
領
し
.た
も
の
は
革
族
.で
.
ぁ
つ
た
0

ト
ゥ
ル
：彳
ズ
伯
は
百
七
十
萬
リ
ー
ヴ
ル
の
孜
入
を
得
な
が
ら
、 

國

庫

を

十

萬

リ

ー

ヴ
；：

ル
：
も

视

し

て

居

つ

た

:0n

ン
デ
公
は
人
も
知
石
莫
大
な
財
產
の
所
有
者
で
有
り
つ
i

も

、

ニ

拾

六

萬

，
リ

.

1

ヴ
ル
の 

年
金
を
食
ん
.で
居
.つ
た
0

ォ
ル
' 

レ
ア
.
ン
公
の
息
シ
ア
ル
ト
ル
公
ば
、

一
七
四
，七
年
に
十
五
萬
リ
1

•ゥ
ル
の
年
金
を
受
け
た
。
又
ル
ィ
十 

六
世
の
.治
世
に
は
、
ア
ル
ト
ア
伯
と
ブ
”

パ
ン
ス
伯
と
が
、
其
の
負
債
を
支
拂
ふ
た
め
に
、
各
々m

千
七
百
萬
、
及
ニ
千
九
百
萬
？
 

ヴ
ル
を
與
へ
ら
れ
て
居
つ
た
0

.

'

:

:
ぃ

…

.

,

.
パ

'

:

.

.

:

.

.

>
::
1
1
家
財
政
上
、
多
額
め
年
金
亦
清
賓
で
'
ぁ
.る
こ
と
は
勿
論
で
ぁ
る
が
、
，何
等
か
の
.功
績
、
或
は
.勤
勞
に
對
し
て
そ
れ
が
扶
與
さ
れ
て 

ゐ
4

限
り
は
ハ
：.
■

分
0

赦
す
ー
べ
含
も
の
が
ぁ
名
:0

然
1

、‘
そ
机
が
、
寵
妃
:(
0

家
.族
、
友
人
に
、
は
て
は
.そ
の
信
任
す
る
人
々
の
娘
や
其 

め
-#
.«

に
遨
及
ぶ
に
至
つ
て
尨
、
避
も
其
合
灘
胜
を
見
^

す
事
は
.不
可
.能
に
な
る
。
年
金
.
の
不
當
な
浪
費
の
例
を
擧
げ
れば

/
-

。
マ
リ
ー
、 

ケ
ン
ト
ア
ネ
ト
.の

特

别

の

寵

を

蒙

つ

、て

ゐ

た

ボ

リ

=;

ャ
—

：
:̂

、
恩

給

丈

^

七

十

萬

リ

ー
ヴ

ル

を

得

ポ

リ

.
一
一
ャ
ッ
ク

«

は
、

«

セ
袼 

身

年

金

冲

ニ

萬
.リ

ー

ザ

：
ル
：
を

愛

け

^

吐
地
^

<

0

:た
め
^

1

時

金

百

ー-_1
:十
萬
认
丨
ヴ
ル
.
金
贈
ふ
れ
て
ゐ
た
9

更
に
甚
だ
し
い】

例
を
ぁ 

げ
名
と
、.：

I

理
髮
師
社
.ア
ル
ト
ア
伯
.の
娘
^
;
.
:ま

龙

結

髮

す

る

年

齡

に

達

し

.な

い

で

死未
し
た
時
、
時
々

理

髮

の

た

め
に
奉
仕
し
た
と 

.い
ふ
理
由
で
千
七
亩
リ
ー
.ヴ
.
ル
の
.年
金
が
給
與
.せ
ち
れ
灰
.0

か
く
し
セ
一
七
七
九
年
か
ら
，.ー.
セ

八

セ

年

に

连

る

八

ヶ

年

間

に

「

、赤

綴

年 

金
表
し
免
旧
泛
兵
ゐ
に
ょ
つ

て

支

拂

は

れ

た

年

金

總

額

，は

實

に

<

億

五

千

八

百

八

十

1

一
萬
四
千
一
一
百
五
十
リ

I

ヴ

ル
に
上

つ
た
と
沄 

は

れV

ゐ

為

：：パ
.'

.
'つ
へ'

:

:

'

'

.

:

4
ハ
，'
:
'
◊
ぶ

ハ

：

:|:ゾ

モ
％
テ
ス
中
ュ
ー
は
、

.

年
金
受
領
者
；の
過
多
に
關
し
て
次

€>

如
き
評
を
與
へ
て
ゐ
る
0

日
く

>

.「

»

生

棚
:'
'
>
.及

共

和

國

に

於
^

'
尖

豸

念

賞

與

は
^

{

^
;€
>

徽

候

で

：务

る

：差

苏

4
:
の

が
'
.
”

^
 

一
何
故
な
，
れ

ば

，
一
：
方

'に

於

}

七
八
汍
哔
の
フ
ラ
レ
ス
に
於
け
る
食
族
.階
級

 

四
九



ブ
七
.
八
九
^
.
の
.
フ
ラ
.
ン
ス
.に
於
け
^

貴
族
階
級
. 

W
.
.
0 

0
..—

'
一
 

一.，D)

.

て

名

譽

の

觀

念

が

最

导

多

べ

め

勢

カ

を

も

：
た

^

,.
';'
又

他

龙

に

龄

て

：市

民

の

.：品

質

が

劣

惑

に

な

つ

^

&

第
五
筒
十
八
章)

' 

:

:

. 

V
- 

j
.
' 

• 

.
V

.

a
:
l
:

マ
の
最
恶
の
皇
帝
は
最
も
多
く
を
與
へ
た
皇
帝
で
あ
つ
た
9

最
も
ょ
き
皇
帝
は
儉
約
家
：で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
フ
ヲ 

ン
.
ス
：歷
代
0

芏

は

最

も

浪

费

す

る

茁

で

：あ

.っ
た
:'
0
.
玉
奴
か
、
名
_

な
ら
瓜
心
る
事
に
於
て
は
、
<
.趣
尤
有
効
で.
あ

つ

だ

が

>
翁
生
政
其
の.も
の
の
'
た

.
め^

は

、
、
換

言

す

れ

ば

、

王

g
:

た

め

に

も貴
族
の
.た
；め 

に

も
;,
'
,
又

最4
書
要
な
こ
：と
祀
比
、
，
«
民
全
體
の
、た
必̂
も
、.
»:
^
不

幸

な

も

の

で

念*
0
パ

'

*-
.
:就
中
、
：：.こ
O'

拿
は
、
國
王
自
身
に
對
上
'»

最
ル
不
#

で
，ぁ
.っ
^

。
'
何
故
が
な
.れ
ば
萆
命
-(
0

勃
發
は
、
；王
を
こ
れ
ち
の
貴
族
か
ち
全
く 

-M

援
:1

叫
の
.狀
態
來
避
い
.て
〒
洗
分
に
彼
を
'1
.
て
志
：恩
赞
離
:̂
>

悲
-1
.
み

.|
:

肺
は
せ
た
洳
ち
で
あ
.る
9

我
々

，
は

、

琯-^
が

勃

發

し

犮

時

是
 

ー

め
«

族

尊

が

ど;/
1
>
な

に

彼

等

：隹
0£
;̂

发
^

^

を
»

狻
§

她

位

に

輪

：て
\

、

叛

亂
.1
>
た

；人

浪

に

.對

し

彼

等

'.
0

脉
途
と 

た
め
に
、ノ
外
國
滿
：の
禮
入
を
伲
す
4

£

み
の
脫
走
憲
い
だ
か
に
於
^

1

芩

の

輞

俯

：ぶ
知
：る

事

が

出

來

る

;0

ク
1
1ポ

ト

キ

ン

は

云

ふ 

「

激
尊
の̂

値

土

彼̂

の̂

靡

め

屢

貴

と

は
’

波
寧
が
デ
ブ
レ
ン
少
^

プ
ラ
ッ
セ
.，ル

、
ミ,^
ト

カ

等

に

戤

設

じ

た

栘

住

貴

族

等

め

褪

比

地
 

'■
^

ょ

つ

て

評

價

す

る

事

が

出

來

る

 j

 

と

(
p
r
K
r
o
p
c
t
l
d
n
,

 

T
h
e

 
g
r
e
a
t

 

F
r
e
n
c
h

 

r
e
v
o
i
u
t
i
.
o
l
v
t
r
a
n
s
l
a
t
e
d

 

b
y
,

 

N
.

 

F
.

 

D
r
y
b
m
r
s
t
,

 

p
.

^
M
o 

.
，
.ぐ■

,'.: 

'

•■
#

し
、
言

庭

貴

族

め

全

部

が

：、

.
或
は
貴
*

め
す
べ
て
が
、
淦
を
食
ん
で
働
か
ぬ
雄
蜂
の
如
き
生
活
を
1.
.て
居
つ
た
ぬ
で
は
な
か
。

一
 

,

の
有
能
策
才
の
廣
族
ほ
ヴ
ル
；サ
ィ
ユ
.や
パ
^

1
.に
閉
ぢ
こ
め
.ち
れ
ず
に
：*
1

:年
の
#

^

:(
0

^

の
，1
部
を
バ
リ
4

に
、
他
め
'I

部
を
已 

が
居
域
祀
_

,

て
:>
.
>
.姆
に
：：̂

響

急

1
ら(

ひ
、

-+

八
1«
:

紀
.の
赞
瓔
を
含
味
熟
讀
し
^

め
^

^
 

貴
族
の
陣
營
两
部
に
於 

け
泌
ズ
の
ぃ
べ
-

か
の
組
成
分
杧
づ
ぃ
：̂

次
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

，：，

.

へ
七
宮
廷
貴
腐
と
鄕
土
賫
族
'

1

:

.

"
こ
れ
迄
は
、
-

概
に
、
«

族
を
國
家
と
國
民
.の
内
に
住
居
ず
る
組
織
的
な
掠
_

衆
と
し
て
述
べ
.
て
來
た
？

. 

'
 

.

•膝
し
當
時
の
貴
族
が
す
ベ
て
か
う
で
あ
づ
た
と
判
斷
す
る
事
は
正
し
く
な
い
.。
我
々
は
.
こ
れ
ら
め
貴
族
と
全
.<
'

異
.っ
た
、
杏
、
筌
然 

反
對
の
立
場
、.
反
對
の
利
益
•を
擁
護
ず
る
他
.の
一
國
の
貴
族
を
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
.
伹
し
、
I
こ
0-

酿
.に
屬
す
る
貴
族
は
、
其
數 

に
於
て
前
者
を
凌
駕
し
て
居
っ
た
が
、
其
勢
ヵ
に
於
て
は
、'.
前
者
ょ
り
も
遂
か
に
劣
っ
て
居
0

た
。
即
ち
寬
族
階
級
中
の
除
外
例
で
あ 

っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
或
る
階
級
を
代
表
す
る
も
の
は
、
常
に
其
の
中
の
勢
力
す
ぐ
れ
た
る
一
部
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
が
十
八 

世
紀
か
..フ
ラ
.ン
ス
に
於
け
る
貴
族
と
运
ふ
時
V

常
に
奢
侈
淫
樂
に
.涯
な
か
っ
た
貴
族
を
傲
像
す
る
の
は
、
.こ
の
た
め
.で
あ
る
。

前
者
を
、，
我
々
ば
便
党
上
富
庭
貴
族
と
名
づ
け
、
'
後
者
を
鄕
土
貴
族
と
.名
づ
け
て
其
の
區
別
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
う
。

前
衆
即
ち
宵
庭
贲
族
は
、
.
辱
く
か
ら
其
の
領
地
を
.獅
み
ず
終
始
パ
リ
ー
に
往
か
、
.新
し
く
建
立
さ
れ
た
ヴ
ル
サ
ィ
'
ユ
の
神
殿
に
參
拜 

或
.は
參
能
し
雅
や
•か
か
風
に
染
ん
♦た
身
に
.は
、
今
は
枯
草
の
香
に
.
っ
い
て
語
.る
事
す
ら
潔
ょ
し
と
せ
ず
、
偶
々
歸
鄕
す
る
時
が
あ
れ
ば 

狩
獵
の
姿
を
しP

馬
上
に
鞭
を
鳴
ら
し
、
子
の
如
か
る
べ
き
農
夫
の
尊
い
，收
獲
物
1

裒
れ
に
も
曝
躪
し
た
。
彼
等
は
搾
取
の
權
利
の
み 

を
.田
圃
.に
殘
し
魂
は
都
0.

灯
の
下
に
亂
舞
さ
せ
て
居
っ
た
？
こ
の
事
は「

1

七
八
九
年
0.
.フ
^

ン
ズ
’に
於
け
る
農
民
階
級」

を
論
ず
る
と 

こ
ろ
に
於
で
旣
述
し
た
通
-
^
で
：あ
.る
o

:
 

ハ」
-

ノ

-

反
之
、
後
款
は
が
.卜
る
態
度
を
極
度
に
憤
慨
.ず
る
立
場
を
持
し
た
0

ブ
ル
タ
ー
ー
1

ユ
の
一
部
に
於
て
、
又
ヴ
ァ
ン
デ
ー
に
於
て
そ
う 

で
あ
っ
た
如
く 
>べ
封
建
，

能
.猶

ヤ

分

の

ヵ

を

持

續

：し

,

ゐ
た
綹
濟
的
酞
耷
.へ.
ぼ
後
進
し
た
地
方
に
於
て
、
炎
者
即
ち
齡
土
貴
族
は
有 

九
办
地
位
-̂
'

樂
し
ん
で
居
.っ
：た
：0
.故
&

»

ど
換
ぇ
て
沄
4

だ
ら
嫩
等
ば
'

前

者

と

異

っ

：て
、

'

_
の
#

に
農
埒
の
間
に
伍
し
た
|
箇
の 

高
#

S

民
で
斬
っ
た
9

#

者
と
賢
っ
て
、.
-
負
僚
に
逛
は
れ
石
.

^

^
け
板
ば
、
、費
用
ひ
か
-

ふ
®'
-
澤
怒
事
と
で
る
で
も
^

い
彼
等
は
、

1

七
ル
九
.带
の
、ス
_ス
^

ス
に
於
^

*-

驚
族
斷
敬 

§
 

0

3

1

〕



!

七
八
九
苹
の
フ
テ
ソ
ス
に
於
け
S

貴
族
階
珑 

五
-二 

(

二 
3
—*
3

•小
作
人
0:
義
務
や
負
擔
，を
殖
す
こ
と
.に
於
で
、
又
無
分
別.に
.彼
寧
が
^

徵
發
ず
る
こ'と
に
何
等̂

の
.理
.
_を
求
»;
:
.て
^
^

靶
沢
令
た
。
殊
に
，
貧
困
な
£

.
に
は
高
級
農
民
で
扣
る
所
か
普
通
農
民
と
同

T

か
、'
.甚
だ
し
き
.は
そ
れ
以
上
の
經
濟
狀
態
に
あ
る
■も 

の
も
珍
ら
し
く
な
が
つ
た
？
例
べ

i
f

セ
シ
シ
i

伯
の
如
ぎ
は̂

千1
T

百
ダ
ー
ヴ
ル-
の

收

入

で

七

人

の

子

を

篆

っ

て

行

^^
ね

ば

な

ら

な
 

か
づ
だ
。
彼
等
ば
全
く
農
民
ど
同
一

.の
利
害
關
係.に
^

0!
^

.

思
ふ
に
、
'同

'T

の
土
地
に
住
居
し
セ
共
同
生
活
を
營
む
も
の
の
間
に
、

一
種
の
同

情

が

起

り

、

そ
の
同

情

に

よ

っ

て

其
共

同

生

活

の 

結
帶
が
い
よ
"

固
.め
1.ら
れ
、
ぞ
れ
以
外
の
掠
奪
考
に
對
し
て
强
ぐ
.
ー.
致
す
る
事
は
.何
等
の
不
風
議
で
も
な
い
0

從
っ
て
、
こ
の
镡
の 

貴

族

と

農

民

と

の

間
は
決
し
て
、不
和

で

あ

り

得
な
い
Q

彼
等
が
.寧

ろ

、
.
よ

り

よ

き

領

主

と

し
て
農
現
か
ら
崇

拜

さ

れ
、
彼
等
自

ら

に

も 

よ

き

農
夫
と
自
惟
し
て
.居

っ

た

者

の

多

か

っ

た

事

は

.想
像
に
難
く
な
い
の
.で

あ

る

。

恐
ら
C

リ
ア
ン
ク
ー
ル
公
の
如
き
は
、
こ
の
種
の
典
型
的
の
貴
_

で
あ
0

た
と
云
ふ
事
が
出
來
や
ぅ
0 

H

ヤ
ン
グ
は
公
の 

農
村£

於
け
る
施
設
に
つ
W

て
次
の
如
く
書
い
て
ゐ
る
.9
 

.
「

リ
ア
ン
ク
ー
ル
近
機
のr

村
に
公
爵
は
リ
ン
ネ
ル
及
綿
絲
と
繊
維
の
交
織
工
業
を
起
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
有
望
視
さ
れ
て
ゐ

る

o 

そ
こ
に
は
、
ニ
十
五
の
織

物
機
械
が
あ
り
、
旦
そ
れ
以
上
の
，製

造

設

備も
あ
る
。
こ
の
織
業
に
對
し
て
紡

績
も
又
起
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、 

そ
れ
が
遊
ん
で
居
っ
た
多
く
の
人
に
職
を
與/

て
ゐ
る
.
？何
故
遊
ん
で
居
っ
た
か
と
.云
ふ
の
に
、
田
舍
に
は
盛
ん
に
な
る
見
込
は
あ
る 

の
•た
•が
V

.
何
のH

業
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
？
か
や
ぅ
な
努
力
は
偉
大
な
賞
識
に
價
ひ
す
る
。
こ
れ
と
關
聯
し
た
も
の
は
次
の
時
ft 

に
働
.ぐ
習
慣
を
0:

く
る
た
め
の
公
爵
の
す
ぐ
れ
'た
訃
齊
の
貫
行
で
あ
る
。
食
民
0

娘
達
は
有
益
な
產
業
敎
肓
を
受
け
る
設
備
に
收
容
さ 

れ
て
ゐ
る
。

彼
等
は
宗
敎
的
に
敎
育
さ
れ
、
W

み
書
き
と
妨
ぐ
こ
.と
を
敎
へ
：ら
れ
て
ゐ
る
o

彼
等
は
嫁
入
す
る

造
此
處
に
置
か
れ
、
そ 

.れ
か
6.

、
彼
等
の
/稼
高
の
規
^

さ
れ
た
部
分
^

婚
資
と
し
て
波
等
に
與
へ
ら
れ
る
。
.…

.

^(

I>
.
.H
'̂
U
I
; 

x.o
§

H

.w

.
rf
+
;
r.p
v
e
3

^

.

.B
*

F
r
a
n
c
e
,

p

-

00
3) 

I

八
-

1

六

乎

に

リ

ア

シ

ク

ー
.ル

を

訪

問

し

た

 

ー
7

ー
フ
ン
ス
旅
行
家
<

料7
5洽

を

V
i
l
l
i
e
r
s

は
此
：の
處
0

人
道
主
義
者
忆
ょ
っ
て 

行
は
れ
た
進
步
，の
：ょ
ろ
こ
ぶ
べ
き
狀
態
を
書
い
て
ゐ
る
o

多
く
の
產
業
が
樹
立
さ
れ
、
農
業
は
今
迄
こ
の
M

方
に
知
ら
れ
て

ゐ

な

か
っ 

た
多
く
の
野
菜
の
外
.に
ホ
ッ
プ
：、
ブ
ド
ー
、
火
麻
、
取
麻
^

菜
種
の
移
植
に
ょ
っ
て
繁
榮
し
て
ゐ
る
と
。

婦
人
に
も
、
こ
の
錬
の
JU
L
ハ
型
的
人
物
が
あ
つ
た
。
同
じ
く
ヤ
ン
グ
は
、
リ
ア
ン
ク
ー
ル
公
夫
人
の
妹
で
あ
る
ポ
ン
夫

人
に
っ
い
て
次 

の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。 

，

.

.

. 

. 

. 

-

U 

. 

.

「

こ
.'の

伯

猶

夫

人

が

一

太

濃

夫

で

あ

づ

た

賓

女

發

見

し

た

私

：の
：驚

駿

は

ど

ん

.な

で

あ‘っ
た
か
。
パ
リ
1

の
一
切
の
快
樂
を
樂
め
る
丈
の 

若
さ
を
.も
つ
.
1
.フ
ー
フ.シ
ス
婦
人
.が
被
.女
の
：田

舍̂
住

ん
'で
、
自
分
0

農
場
わ
世
話
を
し
て
ゐ
る
：の
：は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
先
景
で
あ
つ
た
。 

彼
女
は
恐
ら
く
、
«•

洲
の
.

_
ょ
.り
名
多
く
ム
.
ラ
サ
：キ
->
'
'
ゥ
.
マ
ゴ
ヤ
シ

(

ニ
百
五
十
ブ
ー
ぺ
ン
ト〕

支
も
つ
て
ゐ
る
'.
0

彼

女

は

、
_最

も

寬

い 

だ
德
な
態
度
：で
、
々
マ
ゴ
ヤ
シ
と
、
汍
場Q

如
識
を
私
に
與
ヘ
芒
と
o (

i
b
i
d.

デ

.
，リ
ア
：ン
.ク-

v

ル
.公
の
如
き
は
、
寧
る>

；：

庭

貴

族

の

異

例

と

見

る

べ

き

，で

あ

ら

ぅ

。

(
H
e
n
r
i

 

S
6
e
,

 

c
p
,

 

cit, 

p
.

 

8
6
)

然
し
そ
の
農
-#
^

對
す
名
,

杧

於

て

：：は

正
^

乂
鄕
出
貴
族
<0

中

に

入

れ

ら

れ

、る

_ぺ
き̂

あ
.っ
%

:0
.

■

.

. 

.

:

總
胄

に

ー

〒

へ

ば

、

こ
^

^

鄕
1

貴
族
の
太
都
分
は
、
奢
侈
な
都
市
生
活
に
耐
ぇ
得
ず
文
自
ら
そ
れ
を
好
ん
で
も
經
濟
上
許
さ
れ
な 

い
貴
族
で
あ
っ
灰
の
で
あ
る
。
こ
の
-»
か
ら
し
て
、
我
：々

は
次
の
如
き
觀
察
を
下
す
と
と
が
出
來
る
。
即
ち
遲
れ
た
封
建
姻
な
地
方
と 

開
化
0

程
度
：の
^

い
她
方
.;>

セ
此
較
';
1
>
.て
、
.

#
く
反
.對
(0
'

_

の

苻
在
し
て
：居

っ

た

こ

と

■で

^

る
。
 

'

ふ

な

ら

ば

、
，
進

，ん
；

f

'

方
に
於
>て
は
、
主
(0
.官
僚
#

治
が
封
建
諸
侯
の
行
«

し
允
居
っ
た
行
政
上
醫
察
上
、
栽
判 

上
^

重
耍
农
權
能
：を
す
ぺ
±
'

繼
承
し
で
:7

っ
.
た
。
そ
こ
で
-̂

そ

こ

の

證

的

貴

族

は

自

己

の

領

地

め

^

^

や

安

寧

に

わ

い

て

は

何

等

心

- 

• 

. 

.

I*
.
* 

. 

- 

, 

!

:

.
‘ 

.

.

.

.

. 

:

1

.

.

.

.

-

 

- 

I
. 

* 

- 

.

.

1

次

.次
^

の
フ.ラ
'シ
ス̂

於
^

る
貴
^
豐

ブ
 

五
'11.1べ

c

l

i

p



迦 

“
ー

顏̂

漂

漆

ス

旗

僅

雪

，
 

.

m
四

e

g

四
.

)

.

A

之
れ
に
對
し
て
、
顧
い
封
邏
的
諸
洲

に
於V

は

、
依
然
と*
-

^

.領
主
杜
：
_

筹
沁̂

#

>

|

5め
；
て
：揭-̂
、

領

地

：の

秧

序

と

安

全

.に

心

を 

S1

り

、
亩
下
め
！

1

の
m

i

し

、
犯
行
や
強:»
を

部

し

、
て

雇

つ

.

_

如

、
ー
る
事
情
が
存
し
て
ゐ

.る

が

故

に

、
'
こ
れ
^

^

,.

黛

_

她
，

の.
'領
部
、？■

赢

1

货
搾
艰
_

%

:«
农
農
：民
寄
食
虜
？

得
な
，

_

赛

：篇

生

活

を

營

む

奴

上

、
邻 

-
 

廣
に
坐
水
た
，
看

、
：，■

_

拟
ソ
_
:
の
-6
1

贪

爲
亦
:#

ま
杪
に
：猶
ザ
»

^

場
合
，に
' ^

、
::
:
|
1ル
で
; #
: ^

を
爾
«

し
:̂

少
^

;/
<

な

い

蠢
^

^

ネ
^

.
%

.^
'«
族

'<
?

::«
:
如

く

の

如

音

人

芬.
#つ
&

;̂
'
.
“

 ̂

r
.
.
,
.
^
'

:,
A

S

H

#

王
猶
に
對
;1

>
て
無
個
廣
仁
服
;#
1
.や
3
.
士
考
；へ
て
お
^

か
：處

；の
：
は

不

思

議

で

な

い

。

.
彼

等

は-

一

言

を

^

て

す 

る

,f
e

ら
:'
t

f
,'

所

謂

參p

背

ざ

；
る

鄙

：び

^

B

;族
で
あ
-̂
)
,:
0

; 

,

」

.

'

前
述
し
^

如
:'
<

窜
隊
：
墩
會
：/
行
激
--
^

ら
::
^

>

^

面̂
_

:«
-̂

に
4

搾
取
0

網
.を
觸
り
つ
め
て
ゐ
る
宵
庭
貴
族
は
、
王
權
が
絕
對 

;セ
：あ
れ
ば
#

る

肩

，
そ

れ

丈

甘

.甚

民

及

，
般
市
满
か
ら
鄭
艰
出
來
、
王
.權
七
.
|
|拘
束
で
ぁ
れ
ば
ぁ
る
程
、
そ
れ
丈
多
く
國
家
の
必
耍 

.
を

充

す

：べ

き

公

共

<6
.

ス
を
奪
づ
：て
自
分
の
節
と
す
名
尊
が
仙
雜
る
か
ら
こ
：れ
を
歡
迦
す
る
が
、
'常
處
の
恩
寵
か
ら
は
遠
ざ
か
つ
て
ゐ 

る
が
故
に
、'
そ
こ
言
は
胸
彻
も
期
稍
ナ
德
，
汕
來
ず
、
.澈
沖
、
重
要
な
事
に
は
、
稅
金
の
搪
子
が
緊
め
ち
れ〜

ば 

_

.

の」

臣
下
は
脅
窮
に
な
り
、
其
上
、
彼f

の
裁
判
上
、
行
政
上
の
權
力
が
王
の
行
政
紐
織
.に
ょ
.
.つ
て
中
央
に
囘
次
さ
れ
、
ば
さ
れ
る 

程
冶
分
:0
:權
カ
と
減
望
.と
を
喪
失
し
て
行
く
鄕
汶
貴
族
が
そ
れ
を
快
し
と
す
る
窖
は
な
か
つ
た
か
ら
で
ぁ
る
0

.

.

.
彼
等
は
、
自
己
を
丰
の
從
僕
盖
は
ず
、
そ
の
同
_

>

感
じ
て
浪
つ
龙
。
彼
等
に
.とQ

て
.は
、
王
は
封
建
時
代
と
同
じ
く
領
生
間 

.
の
嵌
大
汍
.る
も
の
に
す
ぎ
激
か
つ
章
の
で
ぁ
る
。
伽
之
剧
庫Q

*

し
く
增
加
す
る
要
求
の
.た
め
に
工
夫
せ
ち
れ
た
税
金
が
、
以
前
の
免 

:

レ
遵
格
素
た
る
こ
力
貴
族
：に
及
ぶ
長
つ
.：て
は
、

〈

そ

れ

彥

庭

K
 
じ
::

へ」
—

フ
-
,
v

y

s

-
i:
.
/
•
•

…

.
へ
二
：
.
：

 

.
r
o ど

ら
ゆ
彼
等
は
、
'
騷
然
と
し
;̂

、"
國
#

妒
政
の
節
約
'

»:

政
制
敗
.
の
改
革
、
.身
分
代
表
に
ょ
る
其
.監
視
を
吵
ん
だ
0.

で
ー
あ
る
0

,

. 

'
 ヽ

k

ぐ
の
如
く
、
貴
族
は
1
1
っ
'

0
瞰
營
に
分
裂
し
て
居
っ
.た
の
.
で
あ
る
0
: 

' 

,
■'
:■
■
'

"
*•

ゥ

ッ

キ

ー

は

、
.
こ

の

階
級
內
部
の
反
目
か
ら
、
次
の
如
き
一
一
つ
の
特
異
な
る
事
情
を
發
見
し
て
ゐ
る
。

I

そ
^

1

0:
ゆ
日
ぐ
、
若
し
、
.
過
^T

の
諮
黨
を
、
そ
.れ
が
代
表
す
る
階
級
蒋
益
に
從
づ
;̂

判
斷
せ
^

に
、

そ

れ

^
.
の

倐

向

と

近

代

的

標 

語
ヒ
の
’外
商
的1

致
に
ょ
っ
て
刺
¥

.

ふ
纪
を
ば
、
ブ
-フ
k

xi
'の
f

遲
れ
た
諸
要
素
が
、
#

步

的

要

素

と

し

て

.、

自

由

主

義

派

の

人 

々
と
し
て
斑
れ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

.

そ

か

の

'

4
<:

货

_

野
な
要
素
ぬ
、
.1

面
ぼ
^

S-
一
 1

階
級
の
要
素
と
一
致
し
た
要
求
を
持
っ
て
居
.っ
た
に
拘
ら
ず
、
他
面
に
は
、
其
傳
銃
的
風
習
と
性
質
と
に
ょ
っ
て
、
金
く
第
三
階 

故と
るが
場ぬ
あ

0
'

お

ど. 
一

K

ふ
^ :
^

あ
一
る
^ :

が
グ
ッ
ギ
一
ー
、
'
.
.
前

揭

書 

こ
土
資
觀
泯
散

1

_

_
と
1
:致
1;
.た

の

ぼ

、
、
御

餘
(0
;

_

則
的
^

で
^

ゼ
，か
っ
た
ど
致
ぶ
事
を
卿
示
レ
1:
,

鹿
っ
だ
.(0
-

で
あ
る
0

恐
ら
く
、
か
く
の
如
き
事
例
は
史
上
亦
少
な
く
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
、 

彼
^

?
に
1>
:

で
、.
進
^

的
贫
あ
を
^

^

、
開
呢
^

瞭
代
透
駆
ヵ
を
贫
U

て
^

っ
た
，な
b

ば
進
ん
.で
：第

三

階

級

と

結

ん

で

自

^

の

階

階

的

努 

ヵ
を
擴
張
ず
今
き
.で
あ
<>
'
.た
。.
.然
..る

ゆ

>
.
、こ

れ

ト

行

<>
;

^

の
は
、
#

等
鄕
土
*

族
ゼ
な
ぐ
し
て
、
.
ょ
く
世
間
を
見
步
い
た
ー
部
の
勇
敢 

が
?)
'

*;
^

で
あ
<>
.
た
0

ネ
ッ
ヵ
ー
夫
人
の
^

ロ
シ
か
ら
排
斥
さ
れ
た
無
作
法
な
貴
族
、、、
ラ
ボ
1

の
類
が
.̂

れ
で
^

っ
た
。
私
は
、
こ
れ 

を
節
族
<0
'

:
第
1
1
1'#
0'
.
の
が
子
と
し
て
前
.ニ
っ
0:
4

^

か』

薜
別
し
'ゃ
ぅ
0 

.

こ
の
：コ
#

固
の
贵
齡
に
っ
.
い
て
語
.
>
0
.前
：に
、
.暫
時
、..奮
庭
貴
族
と
鄕
土
貴
族
-̂
'

町
人
階
級
と
宗
敎
と
道
德
と
に
對
す
る
感
m

(D 

相
逯
.忆
今
い
¥

讅
.ら
^

.

0;-
:'
- 

.
’ 

. .■

■̂
七
^
杂
め
フ
ラ
シ
ズ

^

於
が
^
貴
奮
敬

 

M

C

S
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ー
七
八
九
牟
の
フ
ラ
ン
ス
：
：に
於

9-
:
る
貴
族
階
辙
 

0

 

3

三
六)

丨

.
'戟
' 
本
章
は
主
と
し
て
、

カ
ウ
ッ
キ
？
の「

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
於
け
る
階
級
對
立」

に

よ

る

，

-
:
'八
坐
活
と
思
想
を
異
に
：ずる
鄕
土
貴
族
と
宫

'廷

貴

族

，：

：'.:ン 

'

鄕
土
貴
族
は
町
人
階
級
に
對
し
て
、
恰
も
農
夫
が
都
會
人： .k.

對
す
る
如
く
、
自
然
經
濟
人
が
貨
幣
人
に
對
す
る
如
く
、
又
無
敎
育
#
 

が
敎
育
者
に
對
す
る
、
遺
產
に
生
食
ず
る
者
が
'

_

入
的
の
成
り
上
り
奢
に
對
す
る
如
き
憎
惡
の
念
を
抱
い
：て
居
つ
た
0 

Y

此
I

I

で
123
:
'含

ら

ば

、
ノ
都
會
の
貴
族
は
す

〕

前

述

レ

怒

如

ぐ

、
.
'町

人

階

級

：
1

だ
寬
大
で
ぁ
づ
^

的

羽

害

關

係

が

都

會

の

：貴

族

を

1>
'

て
、
貨

幣

貴

紙

た

る町
人
階

級

を

そ

の

サP

ゾ
に
招
き
結
婚
^

取
交
し
、
'民

主

的

精

神

つ

滿nヒ
欠
る 

表

現

を

見

せ

る

«

を

惜
^

な

か
<>
-た

か

ら

；
で

ぁ
^.
0
. 

. 
.

,:
':
.
:
> 

ハ

；

社

交

的|

ぱ
於
げ
る
ン
リ
賫
族
の
&-
:
,の
民
曲
的
態
度
.が
_

土
|

心
心
.に
合
.は
ぬ
?>
:

-
の
で
ぁ
：
つ

だ

事

ば

鈒

論

.で
ぁ
各
が
、
こ
.の
外 

宗

敎

道

德

及
# ;

學
圮
對
す
.る
_

等
.の
同
樣
な
'域
主
的
態
度
は
恐「

ら
く
、
'
:よ
^
 

し
め
る
も
.の
と
な
つ
て
§-

つ
を
2

.あ
，

6
X
T
N
O
'
-
「

■
.
:
.
.
•
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. 

'
v
.
-
:

:.
.
:
- 

.'
' 
'

r
-
.
-
.
y
;

'-

い：'.
;

;
'

v
:
l

 

, 

■

:
•

猶
未
だ

昔
.0

封
建
的
生
活
を
.送
0
:
て
.ゐ
.る
地
方
貴
族
は
、
惫
 

德
を
_

じ
て
居
づ
た
”
：
'
'
'
へ 

， 

：

,
之

れ
に
.對
.し
て
、
前
述
し
た
如

く>

封

建

的

制

度
'
の
殘
物
は
農

民.
を
：搾
取
し
®

服

せ

，：し

め

：る

た

め

，
の

.手

段

と

し

て

：の
：價

値

じ

か

發

見 

し
な
Vi

.パ
リ
ー

の
貴
族
に
と
.づ
，て
は
、
.封

建

制

度

と

は

.
、

'多
く
：
.の
.場
合
、'
彼
等
.の
：
稱

號i

そ
れ
；に
相
應
す
る
%

人
し
か
竄
味
じ
な
&>

つ

た 
o

'

:

'' 

. 

.

.
- 

.

:.'
:

:

■:
:•
ハ
--
:

,

:

-

.

:
卜

へ
-

パ

.
•;
:
.
.
.
.

言
庭
貴
族
は
こ
，の
立
場
か
ら
宗
敎
^

道
德
を
見
.た
.
办
.で
ぁ
る
.
0
從
つ
て
そ
の
歸
結
は
明
白
で
ぁ
つ
ヒ
0

田
園
に
住
む
、
貴
族
は
宗
敎
は「

無
#

&
る
人
民」

0
^
め
^:
極
«>
.て
.馨

な

，
る

も
.の

：
、

宗

敎̂
し
1?
.«:
:

馨

比

暮

ら

し

得

ぬ

も

の

定
義
を
下
し
て
居
0-

龙
の
苁
對
:1
.
て
，バ
リ
1

の
貴
族
は
好
ん
で
：泉
歲
を
嘲
笑
し
た
？
攝

政

の
-#

、
：：ラ
)•

パ
ラ
ン
.チ
は
、
.
1
0七
r

H1

年
に
：
 

「：

僧

侶
:'
*

問
は
.ず
、
.眞
の
信
仰
を
有
し
、
或
は
神
を
さ
べ
信
ず
る
も
の
は
、
パ
リ
ー
に
幾
人
も
ゐ
な
い
と
信
ず
る
。
眞
に
戰
慄
す
べ
き
事 

態
に
あ
：る
し
苕
々
と
。
サ
ロ
.
ン

杧

發

逢

囊

家

；の

地

位

は

誠

淞

困

難

な

も

め

：で

あ

.つ
：た̂

写
社
れ.て
ゐ
る
0
 ̂

^

へ
，
次.に
、
へ
自
曲
思
想
；と

常

に

囊

し

て

進

：行
す
态
も
の
は
奮
道
德
ぬ
沒
落
か

>

或
は
道
德0

顏
廢
で
あ
る0 

•

奢
侈
を
事
と
'-
b

た

貴

族

：
の
：家

庭

に

は

、

當

然

甚

だ

し

：
い

淫

樂

の

：

風

が

表

は
^

^

0

:

掃

建

的

領

主

叱

；
と

つ

て
は
、
#

の
傢
政
と
、
そ
れ 

文
同
る
主
猶
の
貞
淑
と
は
非

#

に
11

大
な
意
義
七
持
つ
て
居
つ
*

0

規
則
的
な
家
政
、
；
鞏
厨
な
結
婚
、

]1

格
な
姨
こ
れ
ら.は
.
不

可

缺

の 

家
庭
的
諸
條
仲
で
あ
#

衣
9

;

:/
''
:

ン
-

^

 

ハ
-

v
>
^
.
' 

:

然
る
n
,

奢

侈

遊

樂

以

外

忙

仕

事

を

も

衣

ぬ

廷

：臣

等

：に

.と

.0

て
は
、.
結

婚
-.
<

?

:.%

庭
と
は
&

し
す
重
要
な
事
務
*

魄
で
は
な
か
つ
た
。 

曲
p.
?

v

^於
け
名
主
人
.で
：.あ
：る
主
婦
の
最
も
注
意
を
ひ
か
ぬ
男
は
夫
で
あ
り
、
又
夫
の
最
も
注
意
に
値
し
な
.い
も
の
は
其
妻
で
あ
つ 

た
:9
:
去
婦
は
か
や
ぅ
な
價
値
評
價
を
相
互
に
下
し
合
.つ
；て
居
#

た

.>
?

從
^
^
小
供
の
家
庭
に
於
け
る
葙
在
と
髮
撫
と
を
要
求
す
る
資
格 

は
稍
も
ず
る
キ
此
の
父
母
比
ょ
つ
そ
忘
却
さ
れ
た
:0
.

:

子
供
が
兩
親
か
ら
愛
撫
さ
れ
る
事
は
恰
も
、
.
特

別

の

恩

寵

の

棒

に

考

，
へ
ら
れ
て

.居

.つ
た
0
,
ど
の
子
供
も
、
：兩
親
の
前
で
.は
無
言
で
ゐ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
づ
た
:0

故
忆
、
或
る
人
は
次
の
如
く
宏
.つ
た
。「

こ
の
社
會
の
天
女
達
の
中
で
、
自
ら
し
て
子
供
が
あ
る
と
宏
ふ
事 

を
、
' そ
•の

擧

動

ゃ

態

度

に

：現

は

し

て

ゐ

る

奥

方

を

、
，
寒

r

人
で
も
見
出
す
事
は
雜
か
し
か
つ
た」

と
。
實
際
た
だ
厄
介
な
生
物
を
こ 

0
_世
の
中
に
.生

，み

出

す
-と

：云

ふ

丈

：
の

.行

爲
'を

別

：に

す

れ

，
ば

、

母

な

ど

〃

と

萁

ふ

も

，
の

は

流

行

社

#

に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
さ
ぅ
沄 

ふ
流
行
ば
：な

れ
0

赤
ん
坊
は
.、_每

朝

十

：五
：

.分
間
も
其
母
.に
：̂

つ
そ
玩
具
.祀
さ
：れ
た
後
で
、
百
姓
女
^
^

そ

れ

で

於

る

か

ら

、

六

十

才

に

も

な

.る
夫
人
が
ニ
十
才
s
::i

の
.
の
や
^

友
衣
服
を
着
た
り
、I

一
十
才
の
も
の
の
様
に
食
事
を
し
た
り 

1

七
八
.

$

め
フ」

ラ

シ

ネ

に

於

け

る

貴

族

睹

极

3£

七

(
：
1:

三
七)



”

七
^

九
年
9

フ*ヲ
ン
'
ス̂

於
け
ぃ
る
貴
雄
階
級
：

 

五
八
，

、H
S

人
.

)

 

ナ
る
事
が
出
來
た
;.
0

冷

ソ

の

：r
.
.
H疰 

.
.
.

ビ
こ
(0

印
老
：ひ
'&

が

ら

甚

だ

若

い

夫

入

：に

對

:1
>
,
.て
、
：1
:度
眼
を
農
園
の
{«
1

に
轉
ず
る
，と

.;
'

そ

：こ

に

は

、

若

く

し

：て

年

老

，い

た

女

の

土

に 

ぅ
ご
め
ハ
て
居
る
の
を
見
る
事
が
出
來
た
6

_

£
:の
.奇
怪
な
^

對

：照

に

：
驚

ぃ

た

外

人

ァ

丨

サ

J

、
へ
ャ
ン
グ
は
驚
駭
の
筆
を
次
の
如
く
走
ら 

せ
て
ゐ
る
O

.

S く「
：一
:七

八

九
^

':
^

七
月
十
1
ニ
白
、
私
が
能
馬
を
細
.ら
す
.た
め
^

長
い
氏
を
の
.ぼ

つ

て

：
居

つ

た

時

に

、
一
ー
.
.
人

の

貧

し

い

女
 

と
ー
緖
に
な
つ
た
フ
彼
女
は
時
勢
老
ぼ
ム
て
居
つ
た
。
.そ
し
て
悲
慘
議
だ
と
$

て
ゐ
於
。
I

こ
の
女
は
、
_

^

た
所
か
ら
見
，
 

る
と
4

六
决
才
か
七
十
ネ
に
見
ぇ
衣
？
勞
働
の
た
め
、:,
>
彼
女
.の
.姿
は
ぁ
ま
り
背
が
_

り
、
:̂

上
セ
、
顔
に
は
ぁ
ま
り
に
皺
が
出
來
且
ぁ 

ま
り
：
に

硬
ば
つ
：
て
居
つ

.た
々
：I

然
し
彼
女
は
た
つ
：た
ニ
十
才
で
ぁ
づ
た」

と
。

一
切
の
貴
婦
人
は
、
か
や
ぅ
に
家
庭
道
德
を
尊
守
す
る 

に
は
ぁ
嗖
;1
)

に
若
ゃ
ぃ
で
居
つ
た
0

。家
庭
ょ
^

も
::
'
'
'社
交
が
各
火
の
關
沁
事
で
ぁ
り
た
0

從
つ
て
、
人
々
の
性
情
が
恣
に
行
使
さ
れ
た 

0:

は
當
然
^

ぁ
0

た
0
::'
-1自
曲
戀
愛
し
の
す
ぐ
れ
た
典
型
は
;'

王
.公
に
-'
±

つ
'て
も
貴
族
に
明
示
.さ
れ
て
居
つ
た
0

然
ら
ば
‘
最
後
に

こ
の
貴
族
等
は
當
時
の
所
謂
哲
學
思
饱
な
る
-̂

の
^

對
^

て

如

何

な

る

態

度

を

持

し

て

居

つ

た

で

ぁ

ら

ぅ

^
。

..

人
め
袞
ふ
如
ぐ
萆
命
の
近
づ
く
頃
貴
族
の
大
部
分
は
、
自
由
と
'平
等
の
こ
の
新
思
想
に
感
染
し
て
居
つ
た
ら
ぅ
か
。
當
時
の
高
級
貴 

族
等
は
、
凝
%

な

.'
-
<
、
著
：述
家
思
想
家
を
彼
等
.の
.サ
ロ
ン
，.に
滿
^

*

人
顏
愛
占
泥
義
の
理
論
.を
屢
.々

耳

に

し

、

：

且

其

感

情

に

.共

鳴

し

て 

届

、つ*

0
■'
£
.
の
事
に
關
し
.て
、

.次

.

Q

如

き

；セ
ギ:--
丨

.

ル
：
伯.の
：
^

 

1

句
：は
世
人
.の
屢
々
引
用
す
る
七
こ
ろ
.で
ぁ
る
'-
0

日
く
1
古 

狀
風
.の
■可
^

^

.v
>

&

石
^

.

我
.々
.の
.先
.祖
の
.崔
&

的
尊
大
さ
'
■:
-
及
嚴
め
し
_
.

呂̂
中
の
.薛
式
す
.べ
.て
我
々
.に
古
い
も
.の
は
、

我

々
に
.退
屈 

‘な
、
そ
七
て
笑
ふ
べ
き
馬
の
の
檨
に
見
ぇ
た
编
々
：は
、
才
氣
寥
り
大
膽
な
文
人
の
'
一

K
.

ふ
哲
學
說
に
熱
心
に
從
ふ
樣
に
な
つ
て
ゐ
る 

f

 
感

港

居

名
 

o
. 

 ̂

-

ヴ
ル
ー
ァ
ー
ル
は
我
：̂
•€
>

心
を
扉
0

た
::
-
.
0ルソー社我々の魂を

■

,«
)

さ
せた
々

)

は
»
评
如
な
歡
喜
を
應
じ
な
が
ち
;-
>

我
々
に
垃

陳
腐
で
可
笑
し
く
見
.え
：る
古
い
截
礎
が
攻
擊
さ
れ
る
の
を
見
た
o
.
我
々
：
：
牡

，

平

民

哲

學

，
の

甘

味

.と

、

貴

族

：：

Q
:

利

益

と

：を

同

時

：に

味

.
つ
て 

ゐ

る」

令

；

然

し

、

，
こ

れ

は

當

時

：の

.流
行
を
萊
す
も
^

で
あ
づ
て
、
彼
等
が
眞
の
哲
學
(0

弟

子

た

，
る

こ
4

を
意
味
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
0

貴
族 

階
級
は
、\
就
中
、ヾ

彼
等
が
享
有
す
.名
特
權
.に
手
を
觸
れ
ず
に
置
;<
'

こ
4

を
考
.
へ
て
居
、つ
た

。

さ'れ
ば
こ
そ

、
卒
等
と

自

申
へ
の

ほ

^

を 

自

指

す®

^

^

！
、
：有
能
の
.士

ぐ

ネ

ッ

ヵt

や
；チ
ュ
，ル
.
ゴ
、
：
丨
：は

彼

等

の

忌

避

す

る

所

と

な

々

た

.の

で

あ

る
。

.

何
人
.が
邋
に
赞
學
の
健
徒
で
あ
:0

灰
か
?̂

鄕
土
貴
族
，が
.こ
れ
を
解
す
：る
に
は
:̂

あ
ま
々
に
.粗
野
せ
あ
^

#

^
的

で

あ

名

こ

，
と

は
旣
に 

明

白

で

意

？
.
貴
族
階
級
の
中
で
、

こ
の
莉
學
を
理
»

し
追
從
し
ぅ
る
も
の
は
、
主
と
し
て
、
次
に
述
べ
る
第
三
の
貴
族
等
に
す
ぎ
.な 

如
.つ
た
0
土
は
こ
れ
龙
民
主
的
貴
族
.と

呼

：今

：ー
：
パ
.

リ

'
.
ニ

I

 

•前
述
お
た
如
く
、
ー

.

地
方
貴
族
は
，
馨

侈

、

.

快
樂
>
:
:宗

敎

マ

搾

取.?
'

>

^

^

的

混

和

性

：
の

諸

撤

に

.

於
1:

、
都
會
貴
族
、に
全
く
相
反
す
る 

立

場

を

取

グ

、
，
且

と

れ

に

藩

を

感

じ

そ

輟

つ

.

た
.

の
：
.

で
あ
.

る
が
？
後
密
梂
又
後
素
.

で
.

、
：
前
衆
の^

智

と

未

開

さ

：
と

を

非

難

'
U

:

て
止
：ま
な 

か
'

つ
た
の̂

あ
る
0

:

兩

者

め

，
ブ

：
ル
：
ジ

^
ア

妗

0
,
.て
、

；：：で

れ

を

斥

致

て

：
居

つ

^
.
が
>

何

れ

も

、

，：：

心

：
が̂

ブ
ル
：_ジ
_
:
ア
^

:1
:

と
同
化
ず
^

^

.̂

で
：取

い

事
'に
於
て
は
等
じ
か
つ
た
。

:

■要
之
、.
彼
等
.は
.い
：か
欢
る
'種

類

を

其

内

容
.に

有

し

て

择

つ

た
^

し」

て
も
、«

族

た

：
る
：性

質

杧

於

て

ほ

異

づ

て

ゐ

^
 

級
ー.

^

^

;特

權

懲

セ

し

て
'
の

输

立

的#

夜

、
皆

，
れ

が

彼

：等

0

沐
來
め
姿
ガ
あ
：つ
：た
0
:

ぃ：
.然
し
、
-

こ
こ
杧
述
ザ
る
貴
族
は
、/
そ
0

何
れ
.粑
':
%

旖
し
て
ゐ
.
-&

い
：貴
族
で
-̂
^

神

に

：於

て

は

釜

く

第

三

：階

級

'0
'
'人

タ

で

部

つ

た
0
'
こ
；'の
貴
族
に.し
^

，
ー#

:-
*

は

勒

め.
^

.:

.
1
‘七
八.九

年

め

.フ

ラ

ジ

ネ

 

.

0

■■
'
£
:
!
:九〕



ー
七
八
九
举
：の
プ
ラ

'
ン：ス
に
於
け
る
貴
族
階
软
-,

穴
a

(

ニ
拽
0〕

:

へ
こ̂

貴
族
社
、
前
：一I

者

に

對

し

て

全

く

新

し

.い
見
.地

.$
:

保
持
-1
>
今

即

ち

、
首
庭
靈
の
如
；X

、
搾
取
に
ぃ
加
擔
せ
ず
し
：か
も
地
方
貴 

族
の
如
く 

：
無
智
：<?
:

粗
^

で
：.
^
な
く
、
寧
ろ
彼
等
(0

敵
で
筹
る
ブ
：ル
ジ
:.
.
>
.
:
:
ア
的
見
解
を
固
執
し
た
人
.
.々
.
.で
.あ
0

た
0

鄕
十
*
族
と
ブ
ル 

ジ
,»
^

ぞ
.
.丨
と
亦
輿
.要
泶
を
ニ
に
し
た
場
合
は
、
へ
最
も
遲
れ
た
要
素
が
偶
然
0

事
情
：に
左
右
さ
れ
て
、
進
步
的
な
耍
素
と
.一
致
し
た
の 

で

名

る

が

、
：こ

の

雕

の

黃

族

.と

グ

ル

ジ_

ア
，
0

.

:

'
其
彻
質
.か
；衾

へ'ば
、
こ
の
典
型
忆
學
.
.る
|

|

^は
、
下
級
の
財
的
に
破
滅
し
た
裏
：が
> 
敎
育
.で
生
活
す
る
事
も
出
來
ず
、
軍
隊 

に
：は
不
碧
セ
：あ

.々
、思
宮
庭
、に
.於

：て

出

世

出

来

ぬ

か

、
或

：は

.不

興

を

蒙

つ.た
人
々
，
で

あ

り

、

其

要

求

と

：理

想

か

ら

袞

へ

ば

、
皆

庭

貴

族

. 

の

腐

敗

.傷
ひ
>

年
民
の
貧
_

に
同
情
し
、
暴
土
貴
族
の
粗
野
を
快
し
と
：せ
ず
、
.走
配
階
級
の
沒
落
を
不
可 

つ
た
:,
°

か〜

^

見
解
を
洧
す
名
.彼

等

で

あ

る

か

ら

、
當

然

、
第
ー
ー
ー
階
級
の

.味
方
'<
?
:
.
»り
，
代
^

は
、
第
三
階
級
選
出
の
議
*.
:士
し
て
議
會
を
左
右
し
た
の
で
あ
る
0

彼
等
は
、
又
、
第
三
階
級
が
其
意
識
を
增
大
す
る
に
從
つ
て
增
大

ふ
て
.
I

s

:

た
‘

知

識

階

級.の
-

代
言
者
.
で
•

あ
る
文
學
者
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
著
作
家
、
新
聞
雜
誌
記
者
f

混
合
し
、
其
職
務
を
も
自
ら
行
つ 

た
：の
.

で
あ
る
*0

か
.く
.の
如
べ
.

貴
族
中
の
最
も
聰
明
で
あ
.̂

、
最
名
多
く
元
氣
<*
:

祺

斷
<?
:

を
有
し
て
.居
つ
た
彼
等
が
、
次
第
に
第
ま
階
級
的
意
識
に 

混
入
し
て
..行
べ
事
に
ょ
.
.つ
：
て
、
：
貴

族
.の

I

角
は
崩
れ
、
其
階
級
：的
力
を
著
し
く
減
殺
.さ
れ
.て
：居
つ
.たo

 

我
.
々
一
は
li
t
'
の
，點
か
.ら

し

て

、
，
貴

族

に

と

つ

て

最

大

；の

危

險

を

權

成

し

て

居

つ

た

も

め

は

、

第

三

ぼ

^

の
彼
等
に
對
す
る
㈣

視
ば
h

り 

で

そ
.：
彼
筹
內
部
に
於
け
る
利
害
：■

帶
觀
念
の
缺
如
で
あ
.0
;た
|

を
知
る
事
.が
出
來
る
0
リ
彼
營
間
の
分
裂
の
|

も
著
し
い
例
. 

證
と
し
て
、
ア
ン
リ
ー
、
セ
ェ
は
ブ
ル
ク
1

ニ
ュ
に
於
け
る
州
會
と
パ
ー
ル
マ
ン
と
の
抗
爭
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。(

o
p
. 

a

r

P
,

 

9
2
)

 

:貴
族
の
敵
で
.：ぁ
.る
，第

三

糌

級

が

ぁ

れ

程

粗

雜

な

分

子

を

包

含

し

て

居

っ

.た
に
拘
ら
ず
^

と十：！

代
か
ら
の
；特

權

と

富

と

貧

庭

の

支

持

を

有

し

て

ゐ

な

，が

ら

、
貴

族

が

1

七
八
.九
年
以
來
の
爭
鬪
.に
無
殘
の
敗
北
を
見
た
理
由
と
は 

こ
こ
に
存
し
て
居
っ
た
。
第
三
階
級
に
：は
、
特
權
に
對
し
て
共
同
の
利
益
を
保
睡
す
る
眞
の
フ
ラ
，ン
ス
國
民
で
あ
る
と
沄
ふ
强
い
階
級
：
 

的
自
覺
が
滿
ち
く
て
居
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

.

.

十

—

論

'
以

上

述

べ

來

っ

た

如

く

、

貴

族

は

、
.
.
其

進

歩

的

な

 
一'
f

«

レ

て

、其
瞹
眯
な
封
建
的
寄
食
主
義
に
よ
っ
で
、
共

鮮
明
な
君

主
政

的
 

寄
食
主
義
に
よ
っ
て

、
其
財
政
的
不
道
德
に
よ
つ

て
、

.フ
ラ
ン

ス
の
一
切
の
活
動
力
を
害
し
、
脅
か
し
、
恰
も
一
フ
ラ
ン
ス
の
眞
の
支
配 

者
の
如
く
振
舞
ひ
、
自
ら
も
フ
ラ
ン
ス
王
：政
を
も
滅
亡
に
齎
ら
し
た
の
で
^
-
る
。

.故
に
、
シ
ィ
.
エ—

ス
はM

ふ

「

ブ
ラ
シ
ス
國
家
が
君
主
制
度
の
下
に
あ
る
と
考
へ
る
の
は
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ 

，ら
ぅ
。
我
々
の
年
代
記
か
ら
、
：
ル
ィ
十
一
世
と
リ
シ
ユ
リ
ー
の
數
年
及
ル
ィ
十
四
世
の
あ
.る
時_

_

こ
の
時
.に
は
完
全
な
る
I

制
砍
台 

が

行

は

れ

て

居

た
I

を
除
い
て
見
よ
0
:
然
ら
ば
諸
君
は
、
朝
臣
.
の
'貴
族
政
治
の
歷
史
を
讀
む
と
い
ふ
感
に
れ
た
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
大 

臣
：の
.職
の
.
新
設
”

廢
JI
-
、

住
免
及
種
々
な
る
祂
位
の
新
設
も

、

其
分
配
.も

、
.偏
へ
：に
：朝
臣
の
自
由
で
あ
.る」

.と
。

人
民
も
亦
、
主
と
貴
族
と
を
全
然
離
れ
た
も
の
と
し
て
考
へ
て
居
っ
た
。
人
民
は
、
貴
族
を
打
倒
せ
よ
と
は
叫
ん
だ
が
、
王
を
廢
す 

意
思
は
初
め
に
は
全
然
な
か
っ
た
^

S

Q

.て
よ
か
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、一

七
八
九4

H

ハ
月
の
革
命
直
前
の
，輿

論

は

日

を

填

ふ

每

に

滔 

,々
共
和
政
へ
.
と
狂
奔
し
.て
行
0

た「

に
も
拘
ら
ず
、
.尙
玉
國
は
一
.
君
主
政
治
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、.
或
は
，少
な
く
と
も
、

一
人
の
王
；が
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
吿
©

を
し
セ
ゐ
る
か
ら
で
.あ
る
。(

>

浮

Y
o
u
n
g
,

 

o
p
.

 

cit, 

p
v

1
00
1〉

王
も
亦
貴
族
に
對
しv

j

は
、
.

利
を
具 

杧
し
な
が
ら
冬
、
興
#

戒
€

眼
を
弛
め
.，て
は
.
.ゐ
.な
が
っ
た
.
0
善
良
で
あ
る
が
不
幸
な
ル
ィ
十
六
世
す
ら
も
、
貴
族
階
級
以
外
に
王
位
.に 

-

對
す
.る
競
争
者
.あ
り
と
.見
：で
ゐ
な
か
つ
た
。
：
そ
.し
て
彼
の
.先
祖
と
同
様
：に
中
流
及
；下
流
0

階
級
こ
そ
ノ
王
位
を
支
持
ず
る
最
も
確
實
な 

.

I

七
八
九
年
め
：フ
.ラ
ン
ス
忙.於
.け
る
貴
族
擗
級

 

六 

一

a

5

ニ)



!
.七
八
九
年
の
：
フ
ラ
ン
ス
に
ー
於
け
る
'赏
旎
階
紙

 

U、
ニ
 

S

.四
：
ニ

)
4

の
で
あf

獲

し

て

居

つ

た

。
，
然

し

社

#

制
度
の
崩
壞
は
、
善
良
：に
.し
.て
臌
病
な
：.
一
人
の
王
に
何
靡
を
も
な
さ
し
め
な
.か
つ
た
。 

最
後
に
貴
族
に
つ
い
て
云
ふ
べ
.き
翦
は
、
彼
等
が
全
<

當
時
の
入
心
の
歸
趨
を
察
知
し
て
居
な
か
：つ
た
と
妄
ふ
事
で
あ
_る
0
.察
知
し
得 

な
か
つ
.
た
と
妄
ふ
ょ
力
、
寧
ろ
、
そ
ん
な
事
は
彼
等
の
齒
牙
.に
か
く
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
サ
ロ
ン
に
於
て
知
識
階
級
(/
)
間
か
ら
生 

れ

た

：
彼
等
に
と
.0

て
は
甚
だ
危
險
な「

民
主
的
精
神
|-

と
135
:

ふ
も
の
を
、：.さ
も
珍
ら
し
げ
に
弄
ん
で
、.
自
ら
往
席
し
て
ゐ
る
舊
き
建
物

が
.

與
糜
の
如
き
玩
具
に
ょ
つ
て
、
次
第
に
倒
さ
れ
づ
、
あ
つ
た
物
音
に
氣
が
付
か
な
か
つ
た
彼
等
を
想
定
し
て
.、
我
々
は
驚
異
の
感 

に
打
た
れ
ざ
る
を
得
な
い
？

. 

へ

.

.試
み
に
、,

1

七

八

九

年

六

月

一

一

十

.ニ

日

に

當

る

ア

：
1

サ
ー
、

.ヤ

.ン
グ
の
日
.記
を
見
た
ま
べ
。
.ヤ
シ
グ
は
こ
.
の

日

、
宮

殿

で

リ

.ア

ン

ク 

1

ル

公

と

共ft
、
貴

挨

及

下

院

の

代

表

者

の

.

.一

大

集

團

と

會

食

し

た

。
、

.

.こ
0

中
に
.は
、
，オ
ル
レ
ア
ン
公
、
' 

ロ
デ
イ
僧
正
、.
シ
.イ

エ

ー

ス
.
、 

及
サ
：ン
工
テ
イ
ア
ン
ヌ
も
交
つ
て
居
つ
た
か
ら
、
刻
下
の
大
問
題
が
こ
れ
等
種
々
な
る
階
級
の
人
々
の
上
に
如
何
な
る
印
象
を
與
へ 

て「

ゐ

岑

か

を

知

；る

，に

最

も

適

當

し

.た
場
合
で
あ
つ
だ
o

.

街

上

及

：聖

ル

イ

敎

會

に

於

て

は

、

時
態
の

'
重
大
さ
を
面
圮
示
す
程
人
.々
が
發
慮
の
.檨
を
芣
し
て
茜
つ
た
。
從
つ
て
、
日
常
し
き 

.の
挨
.拨
や
禮
儀
な
^

は
：
.|

切
入
の
法
意
.を
ひ
か
な
か
：つ
た
。
' 
然
る
に
、.
ヤ
ン
グ
.が
#

食
.し
た
.
.こ
れ
等
の
高
位
の
人
.々

の
印
象
_は
、
ヤ 

ン
.ダ
を
全
く
驚
か
.し
.た
の
；.で
.あ
る
？
何
^

な
れ
.ば
、
何
事
か
異
變
が
追
り
^

て
以
セ
推
定
し
得
：る
謙」

な
面 

持
を
し
て
ゐ
る
人
は
.'
-
>
,三
：十
人
の
中
五
人
も
な
か
つ
た
か
ら
で
お
る
。
彼
等
の
#

話
に
於
て
も
、
彼
が
豫
想
し
て
居
つ
た
も
の
と
；
だ 

じ
.く
異
つ
て
居
つ
た
が
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
食
ひ
、
飲
み
、
座
し
、
步
き
逍
遙
し
-

作
り
笑
ひ
を
し
、
微
笑
し
t
そ
し
て
、
ヤ
ン
グ
を
し 

.て

彼

等

の

無

感

覺

に

驚

駭

さ

せ

る

程

：元

氣

な

無

頓

着

：さ
を
以
；
て
：し

.や

.べ
つ
て
唐
つ
：た
Q 

■恐
&
 
く
長
：.い
間
の
替
惯
か
&

し
.て
、
.上

流
"±
身 

.に

は
、
.
v>

が
な
る
場
合
で
も
强S

て
鉦
礙
着
さ
を
裝
ふ
風
が
養
は
れ
^

の
.で
：あ
ら
う
が
>

ャ

：
ン
：
グ

ぼ
^

人
々
か
ら
は
全
く
區
別
さ
れ
た
彼
等
の
と
の
圆
滑
鍊
勝
さ
れ
た
、4
1持
の
轰
現
方
法
か
ら
は
、
逾
に
何
'が
彼
等
の
眞
意
で
あ
る
加
知
り
#
 

な
か
っ
た
。 

'

ヤ
ン
グ
の
此
の
手
記

.は
、
上
品
で
あ
る
が
不
幸
な
貴
族
が
、
王
政
の
危
機
に
際
し
て
も
何
等
王
政
を
救
ふ
策
を
持
た
な
か
っ
た
察
を
. 

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
彼
等
の
愚
鈍
と
不
敏
と
は
、
三
民
議
會
の
議
決
を
階
級
に
よ
つ
：て
爲
さ
ん
と
主
張
す
る
事
に
よ
っ
て
愈
 々

明

白

に

民

衆

に

暴

露

さ

れ

て

了

っ

た

？

特
檄
階
級
は
遂
に
輿
論
の
代
表
漭
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
十
八
世
紀
末
に
於
け
る
政
治
家
た
る
の
資
格
を
全
く
缺
い
で
居
っ
た
も 

の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
誠
に
、
.
ジャン、ジ
ョ
ン
ス
の

M

ふ
が
如
く「

貴
族
は
そ
の
瞹
眯
な
封
建
的
寄
食
中
：義
に
よ
っ
て
、
典
鮮
明
な 

君
主
政
的
寄
食
生
義
に
よ
つ
て
、
其
不
道
德
に
よ
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
す
ベ
て
の
活
動
力
を
阻
害
し
、
或
は
脅
や
か
し
た
の
で
あ
る
J
O 

(J. 

J
a
u
r
e

w*H
i
s
o
t
o
i
r
e

 

s
o
c
l
a
H
s
t
e

 

d
e

 .la 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

F
r
a
n
e
s
a
i
s
e

 

t
o
m
e
.

 

I 

p
v 

3
9
)

さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の

.1
1
害
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

社
#

の

全

活

動

力
.

を
闾
復
促
進
し
ぅ
.

る
ブ
ル
ジ
3

ア

ジ

ー

が

、
“

彼

等

に

代-っ
，
て
、

新

時

代

の

王

と

な

づ

た

の

は

當

然

す

ぎ

る

程

當

然

で 

あ
.

つ
.た
.
'
.
.
.一
.，
言-に
.

し
1て
^

.

へ
ば
、

遙

か

革

命

前

■

に
、.
ダ

ル
■
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